
 

 

令和３年度 

 

 

 

環 境 調 査 報 告 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１２月 

 

 

大和郡山市 産業振興部 環境政策課 

 

 



は じ め に 

 

  大和郡山市は古くからの「農村」、筒井順慶や豊臣秀長によって育まれ

た「城下町」、工業団地や地場産業などの「工業都市」といった３つの顔

があり、伝統的な商業や農業の分野においても特色のあるまちです。 

  豊かな環境を次世代に引き継いでいくためには、私たち一人ひとりが日

常生活の中で環境にやさしい行動を実践していくことが大切です。 

しかし、異常気象をはじめとするオゾン層の破壊、地球温暖化、酸性雨

等、地球全体に影響を及ぼす環境問題が顕在化してきました。 

この様な状況の中で自然との調和を図り、環境そのものを地球規模で捉

え、計画的な施策を講ずることが必要となり、令和３年１１月に英国で開

催された国連気候変動枠組条約第２６回締約国会議（COP２６）では、産業

革命前からの気温上昇幅を 1.5℃を目標にすることが決まり、温室効果ガス

削減への取り組みが加速されるなど、環境保全の取り組みが行われていま

す。 

 当市におきましても市民の健康で文化的な生活の確保を目的として、新

たな「環境基本計画」の策定を進め、環境保全に努めて参りたいと考えて

おります。 

 今後とも、皆様方の積極的なご支援とご協力を賜りながら、次世代に誇

れる町づくりを進めていくために豊かな自然と悠久の歴史を育みつつ「平

和のシンボル、金魚が泳ぐ城下町。」を指標にさらなる飛躍、発展に努め

たいと存じます。 

 この報告書は、令和３年度の大気の汚染、水質の汚濁、騒音の調査結果

等を中心にとりまとめたものです。本市の環境対策の現状をご理解いただ

き、より快適な環境創造のため、関係各位に参考資料となれば幸甚です。 

 

  令和４年１２月 

 

                                    大和郡山市長 上 田  清
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◎ 位置 ・ 面積等

　 奈良県北部　　東経　１３５°　４６’　５７”　　　北緯　３４°　３８’　５７”

　東西　９ｋｍ　　　南北　７ｋｍ

　最低　４２ｍ　　最高　３４０ｍ　　市役所　５４ｍ

　４２．６９ｋ㎡

　東側　－　奈良市、天理市 　西側　－　生駒市、斑鳩町

　南側　－　安堵町、川西町 　北側　－　奈良市

◎ 市街化区域 ・ 市街化調整区域

（単位：ｈａ）

出典　まちづくり戦略課　H23.5.10指定

◎ 都市計画用途地域

（単位：ｈａ）

面 積 1,135.8 88.0 71.5 575.4 － － 20.1 106.8 78.9 58.7 136.4

比率％ 100.0 7.7 6.3 50.7 － － 1.8 9.4 6.9 5.2 12.0

出典　まちづくり戦略課　H23.5.10指定

◎ 人　　口

R4. 12. 31現在

隣接市町村

位　　置

広 が り

海　　抜

面　　積

８３，８９１ 人

区 分

面　　積

区　　分

第１種
低層住
居専用
地域

総　　数 男　　性 女　　性 世 帯 数

工業専
用地域

総 数
第１種
住居地
域

第２種
住居地
域

準住居
地域

３９ ，７４３人  ４４，１４８人 ３８，９６６ 世帯

近隣商
業地域

商業地
域

４，２６８．０ ３，１３２．２

都市計画区域 市街化区域 市街化調整区域

準工業
地域

工業地
域

１，１３５．８

第１種
中高層
住居専
用地域
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◎ 人口推移

（各年１２月３１日現在）

人口の 人口密度

総数 男 女 増　減 人／ｋ㎡

４５ 15,196 54,664 27,016 27,648

５０ 20,219 69,932 34,643 35,289 15,268 1,647 昭和４９年 市制施行２０周年

５５ 23,642 80,695 39,905 40,790 10,763 1,900

６０ 26,954 89,423 44,347 45,076 8,728 2,106 昭和５９年 市制施行３０周年

平成元年 28,447 92,571 45,772 46,799 3,148 2,180

５ 30,860 95,749 47,174 48,575 3,178 2,255

６ 31,439 96,245 47,432 48,813 496 2,266 平成６年　市制施行４０周年

１０ 33,491 96,119 47,021 49,098 370 2,263

１１ 33,939 96,023 46,926 49,097 -96 2,250

１２ 34,246 95,927 46,728 49,199 -96 2,248

１３ 34,418 95,595 46,446 49,149 -332 2,240

１４ 34,556 95,037 46,065 48,972 -558 2,227

１５ 34,872 94,780 45,946 48,834 -257 2,221

１６ 35,100 94,417 45,678 48,739 -363 2,212 平成１６年 市制施行５０周年

１７ 35,391 93,670 45,277 48,393 -747 2,195

１８ 35,566 93,095 44,957 48,138 -575 2,181

１９ 35,797 92,439 44,664 47,775 -656 2,166

２０ 35,951 91,699 44,240 47,459 -740 2,149

２１ 36,269 91,306 43,950 47,356 -393 2,139

２２ 36,535 90,736 43,651 47,085 -570 2,126

２３ 36,728 90,307 43,363 46,944 -429 2,116

２４ 36,906 89,781 43,055 46,726 -526 2,104

２５ 37,116 89,420 42,745 46,675 -361 2,095

２６ 37,276 88,732 42,369 46,363 -688 2,079 平成２６年 市制施行６０周年

２７ 37,485 88,268 42,135 46,133 -464 2,068

２８ 37,687 87,742 41,850 45,892 -526 2,056

２９ 37,868 87,222 41,561 45,661 -520 2,044

３０ 38,020 86,536 41,206 45,330 -686 2,028

令和元年 38,212 85,871 40,840 45,031 -665 2,012

令和２年 38,472 85,308 40,545 44,763 -563 1,999

令和３年 38,724 84,644 40,197 44,447 -664 1,983

令和４年 38,966 83,891 39,743 44,148 -753 1,965

年　次 世帯数
人　　口

摘　　　要
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◎ 公共下水道普及率 

 

 

市町村名 
 

住基人口 

(Ａ)人 

 

処理面積 

ｈａ 

 

処理区域内 

人口(Ｂ)人 

 

普及率 

(Ｂ)/(Ａ)％ 

 

水洗化人口 

(Ｃ)人 

 

水洗化率 

(Ｃ)/(Ｂ)％ 

    

奈良市 
            

352,264 

 

            

5045.4 
     

322,734 
 

91.6 
 

315,025 
 

97.6 

    

大和高田市 
            

63,056 
            

494.0 
     

38,272 
 

60.7 
 

34,198 
 

89.4 

    

大和郡山市 

           

84,360 
           

 1497.1 

           

81,305 
 

96.4 

           

76,854 
 

94.5 

    

天理市 
            

62,387 
           

 1479.6 
     

60,820 
           

97.5 
 

57,790 
           

95.0 

    

橿原市 

           

120,197 
           

 1388.2 
           

96,006 
 

79.9 
           

86,651 
    

90.3 

    

桜井市 

           

55,645 
            

702.3 
     

42,303 
 

76.0 
 

37,777 
 

89.3 

    

五條市 

            

28,520 
           

583.7 
           

16,122 
           

56.5 
           

12,933 
           

80.2 

    

御所市 

           

24,339 
            

323.5 
     

11,576 
 

47.6 
 

7,658 
 

66.2 

    

生駒市 

           

118,139 
            

 1241.8 
           

85,340 
 

72.2 
           

77,566 
 

90.9 

    

香芝市 

           

78,782 
            

842.3 
     

60,127 
           

76.3 
 

54,381 
           

90.4 

    

葛城市 
            

37,651 
           

 1129.8 
           

37,251 
 

98.9 
           

34,685 
 

93.1 

    

宇陀市 

           

28,388 
            

722.3 
     

17,454 
 

61.5 
 

15,784 
 

90.4 

 

                                                      令和３年度末現在 
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２ 環境行政の概要 

 

◎  環境行政の推移 

昭和４６年 ４月 １日  総 務 部   企 画 課 

昭和４８年 ８月１５日  環境衛生部   公害交通課 公 害 係 

昭和６２年 ７月 １日  環境衛生部   公害監視課 公害監視係 

平成 元年１０月 １日  企 画 部   企画調整課 公 害 係 

平成 ５年 ４月 １日  生活環境部   生活環境課 環境対策係 

平成 ８年１０月 １日  経済環境部   商工観光課 労政環境係 

平成１２年 ４月 １日  経済環境部   商工観光課 環 境 係 

平成１４年 ４月 １日  産業環境部   環境政策課 環境政策係 

平成２０年 ４月 １日  産業振興部   環境政策課 環境政策係 

 

◎  組 織  

  産業振興部──┬──  農業水産課  

 ├──  地域振興課  

         ├──  スポーツ推進課  

 ├──環境政策課───  清浄会館、公園墓地  

 └──  大和郡山市クリーンセンター  

            ├─  清掃センター  

 └─  衛生センター  

                                               

◎  環境政策課事務分掌 

(１) 環境保全及び創造に関する調査、研究及び関係機関との連絡調整に関する 

   こと。 

(２) 環境保全及び創造に関する計画の策定及び実施に関すること。 

(３) 環境保全にかかる市民意識の啓発に関すること。 

(４) 環境審議会に関すること。 

(５) 公害防止対策の調査研究及び指導に関すること。 

(６) 公害防止思想の普及に関すること。 

(７) 公害に関する相談及び苦情処理に関すること。 

(８) 公害防止の監視に関すること。 

(９) 畜犬登録及び狂犬病予防に関すること。 

(10) し尿処理手数料証紙の取扱いに関すること。 

(11) 清掃センター及び衛生センターとの連絡に関すること。 

(12) 墓地に関すること。 

(13) 清浄会館及び公園墓地の管理運営に関すること。 

(14) 市が設置する駐輪・駐車場の管理運営に関すること。 

(15) その他環境に関すること。 



１　水質汚濁に係る環境基準

　現在、社会では産業排水や家庭排水などが主な原因となり水質汚濁が発生していま

す。

　環境基本法第１６条第１項の規定（公共用水域の水質汚濁に係る環境上維持するこ

とが望ましい基準を定める）により、『人の健康の保護に関する環境基準』と『生活

環境の保全に関する環境基準』が定められています。

　このうち、『人の健康の保護に関する環境基準』は、全ての公共用水域について一

律に定められており、直ちに達成し維持するよう努めるものとされています。

◎ 人の健康の保護に関する環境基準

項 目 基 準 値 項 目 基 準 値

カ ド ミ ウ ム 0.003mg／l 以下 1,1,2-トリクロロエタン 0.006mg／l以下

全 シ ア ン 検出されないこと。 トリクロロエチレン 0.01mg／l 以下

鉛 0.01mg／l 以下 テトラクロロエチレン 0.01mg／l 以下

六 価 ク ロ ム 0.05mg／l 以下 1,3-ジクロロプロペン 0.002mg／l以下

砒 素 0.01mg／l 以下 チ ウ ラ ム 0.006mg／l以下

総 水 銀 0.0005mg／l以下 シ マ ジ ン 0.003mg／l以下

ア ル キ ル 水 銀 検出されないこと。 チオベンカルブ 0.02mg／l 以下

Ｐ Ｃ Ｂ 検出されないこと。 ベ ン ゼ ン 0.01mg／l 以下

ジクロロメタン 0.02mg／l 以下 セ レ ン 0.01mg／l 以下

四 塩 化 炭 素 0.002mg／l以下 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10mg／l 以下

1,2-ジクロロエタン 0.004mg／l以下 ふ っ 素 0.8mg／l 以下

1,1-ジクロロエチレン 0.1mg／l 以下 ほ う 素 1mg／l 以下

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04mg／l 以下 1,4-ジオキサン 0.05ｍｇ／l以下

1,1,1-トリクロロエタン １mg／l 以下

備考

　　の濃度に換算係数0.2259を乗じたものと規格43.1により測定された亜硝酸イオンの濃度に換算係数

　　0.3045を乗じたものの和とする

　１．基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については 、最高値とする｡

　４．硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の濃度は、規格43.2.1、43.2.3又は43.2.5により測定された硝酸イオン

　２．「検出されないこと」とは、測定方法の項に掲げる方法により測定した場合において、その結果が当該

第２章　 水　質　汚　濁

　   測定方法の定量限界を下回ることをいう。

　３．海域については、ふっ素及びほう素の基準値は適用しない。
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　『生活環境の保全に関する環境基準』は、各公共用水域ごとに、可及的速や

かにその達成維持を図るものとされています。

◎ 生活環境の保全に関する環境基準（河川）
項

目 利用目的の 水素イオン 生物化学的 浮遊物質量 溶存酸素量 大腸菌群数

類 適　応　性 濃　　　度 酸素要求量

型 <ｐＨ> <ＢＯＤ> <ＳＳ> <ＤＯ>

水　道　１　級 6.5以上 １mg/l 25mg/l 7.5mg/l 50MPN/

自然環境保全及 8.5以下 　以下 　以下  　以上 100ml以下

びＡ以下の欄に

に掲げるもの

水　道　２　級 6.5以上 ２mg/l 25mg/l 7.5mg/l 1,000MPN/

水　産　１　級 8.5以下 　以下 　以下  　以上 100ml以下

水浴及びＢ以下

の欄に掲げるもの

水　道　３　級 6.5以上 ３mg/l 25mg/l ５mg/l 5,000MPN/

水　産　２　級 8.5以下 　以下 　以下  　以上 100ml以下

及びＣ以下の欄

に掲げるもの

水　産　３　級 6.5以上 ５mg/l 50mg/l ５mg/l －

工業用水１級及 8.5以下 　以下 　以下  　以上

びＤ以下の欄に

掲げるもの

工業用水 ２ 級 6.0以上 ８mg/l 100mg/l ２mg/l －

農業用水及びＥ 8.5以下 　以下 　以下  　以上

の欄に掲げるも

の

工業用水３級 6.0以上 10mg/l ごみ等の ２mg/l －

環 境 保 全 8.5以下 　以下 浮遊が認  　以上

められな

いこと。

備 考
１．基準値は、日間平均値とする。

２．農業用利水点については、水素イオン濃度6.0以上7.5以下、溶存酸素量５mg/l以上と

　　する。

（利用目的の適応性）

1)自然環境保全：自然探勝等の環境保全

2)水道１級　　：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの

　水道２級　　：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの

　水道３級　　：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの

3)水産１級　　：ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産２級及び

　　　　　　　　水産３級の水産生物用

　水産２級　　：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産３級の

　　　　　　　　水産生物用

　水産３級　　：コイ、フナ等、β－中腐水性水域の水産生物用

4)工業用水１級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの

　工業用水２級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの

　工業用水３級：特殊の浄水操作を行うもの

5)環境保全　　：国民の日常生活(沿岸の遊歩等を含む。)において不快感を生じな

　　　　　　　　い限度

Ｅ

基　　準　　値

ＡＡ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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２　水質汚濁の状況

◎環境基準水域類型指定状況

（達成期間）
 [ｲ]は、直ちに達成
 [ﾛ]は、５年以内で可及的すみやかに達成
 [ﾊ]は、５年を越える期間で可及的すみやかに達成

◎測定場所及び排水経路

佐保川水系
菩堤仙川　番条町（１３１）

高瀬川　伊豆七条町（１２１）

珊瑚珠川　八条町（１１１）

富雄川水系

岡崎川水系
筒井町地内排水路

（３４２）

北西町地内排水路
（３０４）

北西町地内排水路
（３０５）

：環境基準C型指定地点

佐保川

奈良市

（１０６）

ロ
ハ
ハ
ハ

秋篠川
岡崎川

富雄川（２）

富雄川

該当類型 達成期間
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

ハ

蟹 川

城　町

水 域 名 認定の年月日
S45. 9. 1
S54. 2.23
S54. 2.23
S58. 2.22
H22. 3. 9

大和川中流
佐保川（２）

（２０４）

岡崎川
安堵町
（３０１）

（２４１）

矢田・新町排水路

新　町
（２３１）

秋篠川

九条町

（１６１）

野垣内町

（１０５）

（１５１）

本庄町

（１０４）

稗田町

（１４１）

本庄町

杉　橋

（１０３）

（１７１）

井筒橋

（１０２）

地蔵院川 量 川

番条町

高　橋

（１０１）

初瀬川

川西町

（４００）

大和川

川西町

（１００）

米寿橋

（２０１）

沖台川・三昧川

千日町
小泉町排水路

小泉町

山田橋北

（２０３）

富雄橋

（２０２）

（２２１）

芦　川
小泉町
（２１１）

環境基準地点
藤井

額田部高橋
佐保川合流点前

大和川合流点前

弋鳥橋
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採水場所 H２９ H３０ R元 R２ R３

100大和川（川西町） 2.0 1.8 2.0 2.1 2.7

101高橋 1.9 1.3 2.1 1.4 1.7

102井筒橋 1.7 1.5 2.0 1.5 1.9

103杉橋 1.9 1.6 2.2 1.5 1.6

104本庄町 4.0 2.0 2.4 2.0 2.2

105野垣内町 1.4 1.2 2.1 1.6 2.1

106佐保川（奈良市） 1.4 1.0 1.5 1.5 1.7

《環境基準値　５．０mg/l 以下》

佐保川水系BOD値の推移（本川７箇所）　　(単位：mg/l)

◎河川別BOD状況

１）佐保川水系

佐保川は、奈良市から大和郡山市東部を、秋篠川等の支流と合流しなが

ら、縦断し、額田部南町で大和川に合流します。水質調査は、年４回、佐

保川本流で６箇所、秋篠川等支流の各合流地点で７箇所、そして大和川合

流地点で２箇所の計１５箇所で行っています。生活環境の保全に関する環

境基準項目のうち、汚濁の代表的指標である生物化学的酸素要求量

（BOD）につきましては、令和３年度は、１５箇所中、すべてで、環境基

準を達成しています。

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H２９ H３０ R元 R２ R３

佐保川水系BOD値の推移（本川７箇所） 環境基準値５．０mg/l以下

100大和川（川西町） 101高橋 102井筒橋

103杉橋 104本庄町 105野垣内町

106佐保川（奈良市）
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採水場所 H２９ H３０ R元 R２ R３

111珊湖珠川 1.8 1.3 2.0 1.8 1.7

121高瀬川 2.6 2.1 3.9 2.4 2.2

131菩提仙川 1.0 0.8 1.2 1.4 1.7

141地蔵院川 2.0 1.5 2.0 1.4 1.9

151蟹川 3.7 2.1 2.5 1.8 3.0

161秋篠川 1.5 1.3 2.0 1.5 2.5

171量川 2.0 2.5 2.9 3.1 4.3

400初瀬川（川西町） 1.9 1.2 2.3 1.7 2.5

《環境基準値　５．０mg/l 以下》

佐保川水系BOD値の推移（支川８箇所）　　(単位：mg/l)

２）富雄川水系

富雄川は、生駒市、奈良市の西部から大和郡山市内西部を、沖台川等

の支流と合流しながら、縦断し、安堵町、斑鳩町の境で大和川に合流し

ます。水質調査は、年４回、富雄川本流で４箇所、沖台川等支流の合流

地点で４箇所の計８箇所で行っています。BODにつきましては、令和３年

度は、前年度と同様に８箇所すべてで環境基準を達成しています。

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H２９ H３０ R元 R２ R３

佐保川水系BOD値推移（支川８箇所）環境基準値５．０mg/l以下

111珊湖珠川 121高瀬川 131菩提仙川

141地蔵院川 151蟹川 161秋篠川

171量川 400初瀬川（川西町）
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採水場所 H２９ H３０ R元 R２ R３

201米寿橋 1.3 1.4 1.4 1.6 2.8

202富雄橋 1.3 1.1 1.1 1.5 1.8

203山田橋北 1.2 1.5 1.5 1.6 2.1

204城町 1.1 1.2 1.2 1.7 1.9

211芦川 1.7 1.1 1.1 1.5 2.3

221小泉町排水路 1.9 1.9 1.9 2.0 2.3

231矢田・新町排水路 2.1 1.0 1.0 1.8 2.6

241沖台川・三昧川 1.9 1.5 1.5 1.6 2.0

《環境基準値　５．０mg/l 以下》

富雄川水系BOD値の推移　　(単位：mg/l)

３）岡崎川水系

岡崎川は、大和郡山市今国府町を起点に、市内南部から安堵町に流

れ、富雄川とほぼ同時に大和川に合流します。水質調査は、年４回、岡

崎川本流で１箇所、岡崎川への排水路で３箇所の計４箇所で行っていま

す。BODにつきましては、令和３年度は、昨年同様、４箇所すべてにおい

て環境基準を達成しています。

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H２９ H３０ R元 R２ R３

富雄川水系BOD値推移 環境基準値５．０mg/l以下

201米寿橋 202富雄橋 203山田橋北

204城町 211芦川 221小泉町排水路

231矢田・新町排水路 241沖台川・三昧川
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採水場所 H２９ H３０ R元 R２ R３

301岡崎川（安堵町） 2.1 2.0 2.5 2.3 2.1

304北西町排水路 2.2 1.9 1.8 2.1 2.4

305北西町排水路 2.4 1.8 1.7 2.4 3.0

342筒井町排水路 3.6 2.7 3.1 2.5 4.2

《環境基準値　５．０mg/l 以下》

岡崎川水系BOD値の推移　　(単位：mg/l)

BOD以外のその他の調査項目については、P22のとおり「生活環境の保

全に関する環境基準」は、水素イオン濃度、浮遊物質量、溶存酸素量す

べてにおいて各水系ごとの年平均値は環境基準を達成しています。また

「人の健康の保護に関する環境基準」は、すべての調査項目について環

境基準未満となっており、環境基準を達成しています。

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H２９ H３０ R元 R２ R３

岡崎川水系BOD値の推移 環境基準値５．０mg/l以下

301岡崎川（安堵町） 304北西町排水路

305北西町排水路 342筒井町排水路
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令和３年度 １回目（その１） 水質検査結果（A項目）

天候
気温
（度）

水温
（度）

外観 臭気
透視度
（度）

pH
SS

（mg/l）

101 5/31 13:00 晴れ 22.0 31.0 微緑濁色 微下水臭 30以上 7.5 11

102 5/31 12:05 晴れ 22.0 29.7 微緑濁色 微下水臭 30以上 7.3 5

103 5/24 10:35 晴れ 21.0 22.0 微緑濁色 微藻臭 30以上 7.0 10

104 5/28 14:15 晴れ 20.0 22.1 微緑濁色 微藻臭 30以上 7.0 16

105 5/28 15:15 晴れ 21.0 21.7 微緑濁色 微藻臭 30以上 7.2 13

106 5/28 15:35 晴れ 21.0 21.3 微緑濁色 微藻臭 30以上 7.1 18

111 5/31 12:40 晴れ 22.0 29.4 微緑濁色 微藻臭 30以上 6.8 15

121 5/31 12:20 晴れ 22.0 26.6 微緑色 微藻臭 30以上 6.9 12

131 5/31 11:35 晴れ 22.0 24.3 微緑色 微藻臭 30以上 7.0 7

141 5/28 14:45 晴れ 21.0 22.4 微緑濁色 微藻臭 29 6.9 19

151 5/28 14:30 晴れ 21.0 21.7 微緑濁色 微藻臭 26 6.9 52

161 5/28 15:50 晴れ 21.0 22.8 微黄濁色 微藻臭 30以上 6.9 8

171 5/31 11:50 晴れ 22.0 27.2 淡緑濁色 微藻臭 30以上 6.8 37

201 5/31 15:30 晴れ 22.0 22.5 淡緑濁色 微藻臭 30以上 7.0 12

202 5/31 16:30 晴れ 22.0 21.5 微緑色 微下水臭 30以上 7.1 11

203 5/31 17:00 晴れ 22.0 22.4 微緑濁色 微藻臭 30以上 7.2 16

204 5/31 17:40 晴れ 21.0 21.2 微緑濁色 微藻臭 30以上 7.4 10

211 5/31 15:20 晴れ 22.0 22.4 微緑色 微藻臭 30以上 7.3 12

221 5/31 15:10 晴れ 22.0 26.1 微緑色 微藻臭 30以上 8.7 7

231 5/31 17:30 晴れ 22.0 24.5 微緑濁色 微藻臭 30以上 7.5 15

241 5/31 17:20 晴れ 21.0 23.1 微緑濁色 微藻臭 30以上 7.3 8

301 5/31 13:35 晴れ 23.0 25.6 微緑濁色 微藻臭 30以上 7.3 19

304 5/31 15:50 晴れ 21.0 24.6 微緑色 微藻臭 30以上 8.3 6

305 5/31 16:00 晴れ 21.0 22.5 微緑色 微藻臭 30以上 8.5 28

342 5/31 18:00 晴れ 22.0 23.6 淡白黄濁色 微藻臭 15 7.5 53

100 5/31 18:00 晴れ 21.0 24.5 微緑色 微藻臭 30以上 7.7 13

400 5/31 13:15 晴れ 23.0 26.9 微緑濁色 微藻臭 30以上 7.1 6

採水
場所

生活環境項目一般項目
採水日時
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令和３年度 １回目（その２） 水質検査結果（A項目）

DO
（mg/l）

BOD
（mg/l）

COD
（mg/l）

大腸菌群
数

Cｌ- NH3-N T-P
陰ｲｵﾝ界面
活性剤

101 5/31 13:00 8.2 2.8 6.9 6.8×103 24 0.36 0.14 0.01未満

102 5/31 12:05 7.3 3.4 7.4 2.4×103 20 0.41 0.12 0.01未満

103 5/24 10:35 8.3 2.2 6.3 6.1×103 25 0.37 0.13 0.01未満

104 5/28 14:15 8.2 1.9 4.9 2.3×10
4 21 0.26 0.15 0.01未満

105 5/28 15:15 8.3 3.8 8.1 4.0×103 24 0.39 0.11 0.01未満

106 5/28 15:35 7.5 2.7 5.4 2.4×103 27 0.37 0.13 0.01未満

111 5/31 12:40 7.7 2.1 4.6 6.1×103 29 0.28 0.10 0.01未満

121 5/31 12:20 8.7 3.0 6.9 2.4×103 30 0.30 0.13 0.01未満

131 5/31 11:35 8.4 2.7 5.6 2.3×103 21 0.27 0.14 0.01未満

141 5/28 14:45 8.2 3.5 7.3 4.5×103 24 0.33 0.12 0.01未満

151 5/28 14:30 7.6 6.7 11.0 9.3×103 20 0.26 0.18 0.01未満

161 5/28 15:50 7.4 6.0 6.1 8.2×103 23 0.24 0.1 0.01未満

171 5/31 11:50 7.1 5.9 11.0 8.1×104 28 0.22 0.23 0.01未満

201 5/31 15:30 8.5 5.7 12.0 2.2×103 29 0.38 0.33 0.01未満

202 5/31 16:30 7.6 2.8 5.4 2.8×103 25 0.21 0.12 0.01未満

203 5/31 17:00 8.2 2.4 5.7 4.0×103 22 0.19 0.11 0.01未満

204 5/31 17:40 7.9 2.1 4.5 7.8×103 21 0.22 0.10 0.01未満

211 5/31 15:20 7.8 3.2 7.5 2.4×103 29 0.36 0.12 0.01未満

221 5/31 15:10 8.4 2.2 5.9 6.1×103 31 0.41 0.24 0.01未満

231 5/31 17:30 8.0 3.4 6.7 6.3×103 26 0.34 0.16 0.01未満

241 5/31 17:20 7.9 2.6 5.7 3.6×103 27 0.28 0.21 0.01未満

301 5/31 13:35 8.1 3.7 7.9 2.7×103 31 0.49 0.12 0.01未満

304 5/31 15:50 8.5 3.6 7.1 3.6×103 24 0.44 0.38 0.01未満

305 5/31 16:00 7.9 4.9 10.0 4.6×103 20 0.50 0.47 0.01未満

342 5/31 18:00 8.2 5.1 11.0 7.6×104 27 0.47 0.36 0.01未満

100 5/31 18:00 7.7 2.8 5.8 6.1×103 41 0.36 0.21 0.01未満

400 5/31 13:15 8.1 3.6 6.4 2.4×103 21 0.22 0.11 0.01未満

採水
場所 採水日時

生活環境項目 その他項目（mg/l）
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令和３年度 ２回目（その１） 水質検査結果（A項目）

天候
気温
（度）

水温
（度）

外観 臭気
透視度
（度）

pH
SS

（mg/l）

101 7/16 13:00 晴れ 27.0 25.5 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.4 7

102 7/16 11:00 晴れ 26.5 24.5 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.3 6

103 7/16 10:30 晴れ 27.0 26.0 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.2 7

104 7/16 10:20 晴れ 26.5 25.5 微黄濁色 微藻臭 25 7.0 38

105 7/16 9:55 晴れ 27.0 26.0 微黄色 微藻臭 30以上 7.1 4

106 7/16 9:40 晴れ 27.0 26.0 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.6 4

111 7/16 11:20 晴れ 27.5 25.5 微黄色 微藻臭 30以上 7.6 5

121 7/16 11:10 晴れ 27.5 26.0 微黄色 微藻臭 30以上 7.7 10

131 7/16 10:40 晴れ 26.5 24.5 微黄色 微藻臭 30以上 7.5 3

141 7/16 10:05 晴れ 26.0 24.5 微黄色 微藻臭 30以上 7.4 5

151 7/16 10:10 晴れ 26.0 25.5 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.6 4

161 7/16 9:20 晴れ 26.0 25.5 微黄色 微藻臭 30以上 7.5 6

171 7/16 10:50 晴れ 26.5 24.5 微黄色 微藻臭 25 7.3 27

201 7/16 13:50 晴れ 27.0 24.5 微黄色 微藻臭 30以上 7.1 7

202 7/16 14:15 晴れ 27.5 24.5 微黄色 微藻臭 30以上 7.2 5

203 7/16 14:30 晴れ 27.5 25.5 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.4 9

204 7/16 14:50 晴れ 27.0 26.0 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.8 5

211 7/16 14:00 晴れ 27.0 24.5 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.5 7

221 7/16 14:05 晴れ 27.5 25.5 微黄色 微藻臭 30以上 8.1 5

231 7/16 14:25 晴れ 27.5 24.5 微黄色 微藻臭 30以上 8.0 8

241 7/16 14:40 晴れ 27.0 25.0 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.7 6

301 7/16 13:40 晴れ 27.0 25.5 微黄緑色 微藻臭 30以上 8.3 5

304 7/16 11:40 晴れ 27.0 25.0 微黄緑色 微藻臭 30以上 8.2 15

305 7/16 11:50 晴れ 27.0 24.5 微黄色 微下水臭 30以上 8.0 4

342 7/16 11:30 晴れ 27.0 25.0 微黄色 微下水臭 20 7.3 37

100 7/16 13:30 晴れ 27.5 25.5 微黄色 微藻臭 30以上 7.5 7

400 7/16 13:15 晴れ 27.5 25.0 微黄色 微藻臭 30以上 7.6 10

採水
場所 採水日時

一般項目 生活環境項目
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令和３年度 ２回目（その２） 水質検査結果（A項目）

DO
（mg/l）

BOD
（mg/l）

COD
（mg/l）

大腸菌群
数

Cｌ- NH3-N T-P
陰ｲｵﾝ界面
活性剤

101 7/16 13:00 7.8 1.1 2.4 4.0×103 24 0.33 0.24 0.01未満

102 7/16 11:00 8.1 1.2 2.1 2.8×103 24 0.30 0.21 0.01未満

103 7/16 10:30 8.6 1.4 2.6 3.2×103 27 0.29 0.20 0.01未満

104 7/16 10:20 7.7 2.9 8.9 4.5×10
4 21 0.36 0.26 0.01

105 7/16 9:55 8.3 0.9 1.9 1.7×103 28 0.35 0.21 0.01未満

106 7/16 9:40 7.6 1.2 2.1 2.3×103 26 0.30 0.20 0.01未満

111 7/16 11:20 8.0 1.0 2.2 2.6×103 27 0.25 0.16 0.01未満

121 7/16 11:10 8.4 1.3 5.1 3.2×103 21 0.28 0.20 0.01未満

131 7/16 10:40 7.7 1.0 1.7 1.4×103 26 0.47 0.46 0.01未満

141 7/16 10:05 8.4 1.0 2.0 4.0×103 21 0.39 0.11 0.01未満

151 7/16 10:10 8.6 1.4 2.1 1.2×103 25 0.30 0.21 0.01未満

161 7/16 9:20 8.5 1.3 2.7 2.2×103 24 0.26 0.21 0.01未満

171 7/16 10:50 7.6 3.1 7.8 1.4×104 21 0.49 0.20 0.01

201 7/16 13:50 7.9 1.2 2.6 2.3×103 27 0.42 0.38 0.01未満

202 7/16 14:15 8.3 1.0 2.1 1.5×103 24 0.33 0.24 0.01未満

203 7/16 14:30 8.5 1.7 4.0 4.0×10
2 24 0.26 0.21 0.01未満

204 7/16 14:50 8.1 1.2 3.8 1.5×103 21 0.21 0.14 0.01未満

211 7/16 14:00 7.7 1.7 4.1 4.0×103 25 0.23 0.19 0.01未満

221 7/16 14:05 8.4 1.0 2.7 2.0×102 20 0.27 0.22 0.01未満

231 7/16 14:25 8.2 1.2 3.3 6.0×102 27 0.28 0.21 0.01未満

241 7/16 14:40 8.5 0.9 2.4 3.2×103 21 0.25 0.15 0.01未満

301 7/16 13:40 7.8 1.0 2.4 4.0×103 27 0.39 0.18 0.01未満

304 7/16 11:40 8.0 1.8 5.1 6.1×103 24 0.37 0.36 0.01未満

305 7/16 11:50 8.4 1.6 3.7 4.0×103 20 0.33 0.32 0.01未満

342 7/16 11:30 7.6 2.2 7.5 3.2×104 26 0.35 0.29 0.02

100 7/16 13:30 8.2 1.4 3.6 1.2×103 20 0.46 0.24 0.01未満

400 7/16 13:15 8.6 1.8 4.9 2.3×103 24 0.30 0.20 0.01未満

採水
場所 採水日時

生活環境項目 その他項目（mg/l）
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令和３年度 ３回目（その１） 水質検査結果（A項目）

天候
気温
（度）

水温
（度）

外観 臭気
透視度
（度）

pH
SS

（mg/l）

101 10/19 13:00 晴れ 19.5 20.0 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.2 8

102 10/19 11:00 晴れ 18.5 19.5 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.1 7

103 10/19 10:45 晴れ 18.5 19.7 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.2 7

104 10/19 10:20 晴れ 18.0 18.5 微黄緑色 微藻臭 25 7.0 19

105 10/19 10:05 晴れ 18.0 19.4 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.2 11

106 10/19 9:55 晴れ 17.5 19.0 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.1 8

111 10/19 11:30 晴れ 18.0 19.7 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.3 10

121 10/19 11:45 晴れ 18.0 19.4 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.2 11

131 10/19 10:50 晴れ 17.5 17.0 微黄色 微藻臭 25 7.2 7

141 10/19 10:35 晴れ 17.5 17.0 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.0 7

151 10/19 10:25 晴れ 17.0 17.3 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.3 12

161 10/19 9:10 晴れ 17.0 18.1 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.5 8

171 10/19 10:55 晴れ 17.0 17.9 微黄濁色 微下水臭 15 6.4 29

201 10/19 13:45 晴れ 18.0 18.2 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.0 14

202 10/19 14:10 晴れ 18.5 18.4 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.1 10

203 10/19 14:35 晴れ 19.0 19.7 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.2 7

204 10/19 15:05 晴れ 19.5 20.2 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.3 6

211 10/19 13:50 晴れ 19.5 20.3 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.3 12

221 10/19 14:00 晴れ 19.0 19.6 微黄緑色 微藻臭 25 7.1 5

231 10/19 14:20 晴れ 19.0 20.2 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.2 3

241 10/19 14:50 晴れ 19.5 20.1 微黄濁色 微藻臭 25 7.1 12

301 10/19 13:35 晴れ 19.0 18.4 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.2 5

304 10/19 11:50 晴れ 18.5 19.6 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.3 7

305 10/19 12:05 晴れ 18.5 19.3 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.1 8

342 10/19 11:40 晴れ 18.0 19.4 微黄濁色 微藻臭 15 7.0 20

100 10/19 13:20 晴れ 19.0 20.2 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.1 15

400 10/19 13:10 晴れ 19.5 21.0 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.2 11

採水
場所 採水日時

一般項目 生活環境項目
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令和３年度 ３回目（その２） 水質検査結果（A項目）

DO
（mg/l）

BOD
（mg/l）

COD
（mg/l）

大腸菌群
数

Cｌ- NH3-N T-P
陰ｲｵﾝ界面
活性剤

101 10/19 13:00 8.7 1.2 2.4 7.0×103 24 0.27 0.22 0.01未満

102 10/19 11:00 8.6 1.6 2.1 1.1×10
4 26 0.30 0.20 0.01未満

103 10/19 10:45 8.8 1.4 2.7 3.3×103 23 0.30 0.18 0.01未満

104 10/19 10:20 8.7 2.2 5.6 1.7×10
4 22 0.26 0.20 0.01未満

105 10/19 10:05 8.9 2.4 4.1 7.9×103 22 0.24 0.21 0.01未満

106 10/19 9:55 8.8 1.9 3.2 4.9×103 24 0.22 0.20 0.01未満

111 10/19 11:30 8.6 2.0 3.8 2.6×103 25 0.28 0.19 0.01未満

121 10/19 11:45 8.4 1.8 3.5 3.3×103 37 0.36 0.21 0.01未満

131 10/19 10:50 8.5 1.4 3.0 2.6×103 29 0.29 0.36 0.01未満

141 10/19 10:35 8.5 1.7 3.2 2.4×103 21 0.21 0.17 0.01未満

151 10/19 10:25 8.6 1.9 3.7 2.7×103 20 0.28 0.21 0.01未満

161 10/19 9:10 8.5 1.1 2.7 2.6×103 21 0.26 0.21 0.01未満

171 10/19 10:55 8.7 3.9 8.4 2.3×104 21 0.54 0.14 0.01未満

201 10/19 13:45 8.8 2.7 5.1 9.2×103 24 0.48 0.38 0.01未満

202 10/19 14:10 8.4 1.8 3.6 1.7×103 22 0.23 0.35 0.01未満

203 10/19 14:35 8.6 2.7 5.2 4.9×10
2 20 0.24 0.22 0.01未満

204 10/19 15:05 8.7 2.2 4.8 7.9×103 19 0.30 0.10 0.01未満

211 10/19 13:50 8.1 2.4 5.4 4.9×103 24 0.22 0.12 0.01未満

221 10/19 14:00 8.7 2.0 3.9 2.7×103 27 0.21 0.18 0.01未満

231 10/19 14:20 8.4 1.9 2.9 2.2×103 21 0.26 0.19 0.01未満

241 10/19 14:50 8.3 2.3 5.8 1.7×103 20 0.21 0.15 0.01未満

301 10/19 13:35 8.8 1.4 3.1 2.1×103 25 0.31 0.17 0.01未満

304 10/19 11:50 8.7 1.2 2.8 1.1×103 23 0.33 0.24 0.01未満

305 10/19 12:05 8.6 2.6 4.1 9.4×102 23 0.32 0.30 0.01未満

342 10/19 11:40 8.7 5.1 8.4 1.7×104 26 0.27 0.28 0.01未満

100 10/19 13:20 8.8 3.3 5.4 1.4×104 31 0.29 0.27 0.01未満

400 10/19 13:10 8.6 2.8 4.6 1.1×104 27 0.30 0.18 0.01未満

採水
場所 採水日時

生活環境項目 その他項目（mg/l）
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令和３年度 ４回目（その１） 水質検査結果（A項目）

天候
気温
（度）

水温
（度）

外観 臭気
透視度
（度）

pH
SS

（mg/l）

101 1/21 13:30 晴れ 3.5 5.5 微黄色 微藻臭 30以上 7.3 7

102 1/21 11:30 晴れ 3.5 5.0 微黄色 微藻臭 30以上 7.2 6

103 1/21 10:35 晴れ 3.0 6.2 微黄色 微藻臭 30以上 7.1 6

104 1/21 10:25 晴れ 3.0 5.7 微黄色 微藻臭 30以上 7.2 10

105 1/21 9:50 晴れ 2.5 4.7 微黄色 微藻臭 30以上 7.1 9

106 1/21 9:40 晴れ 2.5 5.0 微黄色 微藻臭 30以上 7.2 5

111 1/21 11:50 晴れ 3.5 4.7 微黄色 微藻臭 30以上 7.1 7

121 1/21 11:40 晴れ 3.5 4.2 微黄濁色 微藻臭 25 7.0 15

131 1/21 10:45 晴れ 3.0 4.8 微黄色 微藻臭 30以上 7.3 4

141 1/21 10:00 晴れ 3.0 5.0 微黄色 微藻臭 30以上 7.4 5

151 1/21 10:15 晴れ 3.0 4.8 微黄色 微藻臭 30以上 7.0 7

161 1/21 9:30 晴れ 2.5 4.0 微黄色 微藻臭 30以上 7.3 8

171 1/21 10:55 晴れ 3.5 4.2 微黄緑濁色 微藻臭 15 7.3 25

201 1/21 14:10 晴れ 4.0 6.1 微黄色 微藻臭 30以上 7.2 5

202 1/21 14:40 晴れ 4.0 5.8 微黄色 微藻臭 30以上 7.1 5

203 1/21 14:55 晴れ 4.5 6.5 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.3 5

204 1/21 15:20 晴れ 5.0 6.5 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.4 8

211 1/21 14:20 晴れ 4.5 5.8 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.4 7

221 1/21 14:30 晴れ 4.5 6.2 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.3 5

231 1/21 14:50 晴れ 4.0 6.1 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.3 4

241 1/21 15:05 晴れ 5.0 6.4 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.4 1

301 1/21 14:00 晴れ 5.0 6.5 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.5 7

304 1/21 12:20 晴れ 4.0 5.0 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.3 5

305 1/21 12:25 晴れ 4.0 5.3 微黄緑色 微藻臭 30以上 7.9 10

342 1/21 12:10 晴れ 4.0 5.0 微黄濁色 微藻臭 25 6.4 11

100 1/21 13:50 晴れ 4.5 5.1 微黄色 微藻臭 30以上 7.5 7

400 1/21 13:45 晴れ 4.5 5.8 微黄色 微藻臭 30以上 7.5 4

採水
場所 採水日時

一般項目 生活環境項目
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令和３年度 ４回目（その２） 水質検査結果（A項目）

DO
（mg/l）

BOD
（mg/l）

COD
（mg/l）

大腸菌群
数

Cｌ- NH3-N T-P
陰ｲｵﾝ界面
活性剤

101 1/21 13:30 10.0 1.6 4.0 4.5×103 28 0.25 0.14 0.01未満

102 1/21 11:30 10.0 1.2 3.7 3.2×103 24 0.18 0.11 0.01未満

103 1/21 10:35 11.0 1.4 3.4 2.5×103 23 0.30 0.15 0.01未満

104 1/21 10:25 10.0 1.7 4.8 2.2×103 21 0.41 0.12 0.01未満

105 1/21 9:50 11.0 1.4 4.4 2.5×103 24 0.14 0.09 0.01未満

106 1/21 9:40 11.0 1.0 3.3 4.5×103 25 0.33 0.07 0.01未満

111 1/21 11:50 10.0 1.6 3.6 3.2×103 29 0.28 0.10 0.01未満

121 1/21 11:40 12.0 2.7 5.1 7.8×103 30 0.60 0.20 0.01未満

131 1/21 10:45 10.0 1.7 3.6 1.0×103 21 0.15 0.06 0.01未満

141 1/21 10:00 10.0 1.4 3.7 2.8×103 21 0.22 0.11 0.01未満

151 1/21 10:15 10.0 1.9 4.1 3.2×103 20 0.53 0.10 0.01未満

161 1/21 9:30 10.0 1.7 4.6 2.8×103 24 0.50 0.21 0.01未満

171 1/21 10:55 12.0 4.1 8.7 6.1×103 26 0.63 0.33 0.01

201 1/21 14:10 10.0 1.6 4.0 4.0×103 27 0.61 0.51 0.01未満

202 1/21 14:40 11.0 1.4 4.3 4.5×103 24 0.22 0.58 0.01未満

203 1/21 14:55 10.0 1.7 4.4 2.2×103 21 0.21 0.05 0.01未満

204 1/21 15:20 11.0 2.1 5.1 7.4×105 20 0.24 0.11 0.01未満

211 1/21 14:20 11.0 1.8 4.8 6.8×103 26 0.20 0.12 0.01未満

221 1/21 14:30 10.0 4.1 6.2 4.5×103 24 0.32 0.14 0.01未満

231 1/21 14:50 11.0 3.9 5.6 1.2×103 25 0.48 0.06 0.01未満

241 1/21 15:05 11.0 2.1 3.1 1.7×103 26 0.30 0.14 0.01未満

301 1/21 14:00 10.0 2.4 4.9 3.2×103 27 0.34 0.12 0.01未満

304 1/21 12:20 10.0 3.1 5.8 4.5×103 28 0.46 0.08 0.01未満

305 1/21 12:25 11.0 2.9 6.6 2.5×103 28 0.28 0.10 0.01

342 1/21 12:10 11.0 4.4 8.8 6.1×103 31 0.45 0.11 0.01

100 1/21 13:50 11.0 3.1 5.1 4.0×103 36 0.27 0.10 0.01未満

400 1/21 13:45 10.0 1.9 3.8 1.5×103 21 0.14 0.11 0.01未満

採水
場所 採水日時

生活環境項目 その他項目（mg/l）
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採水日 水系名 pH SS（mg/l） DO（mg/l） BOD（mg/l） COD（mg/l）

全体平均 7.3 16.3 8.0 3.5 7.2

佐保川水系 7.1 16.1 7.9 3.5 6.9

富雄川水系 7.4 11.4 8.0 3.1 6.7

岡崎川水系 7.9 26.5 8.2 4.3 9.0

全体平均 7.6 9.5 8.0 3.5 7.2

佐保川水系 7.4 9.5 8.1 1.5 3.5

富雄川水系 7.6 6.5 8.2 1.2 3.1

岡崎川水系 8.0 15.3 8.0 1.7 4.7

全体平均 7.1 10.3 8.6 2.2 4.2

佐保川水系 7.1 11.3 8.1 2.7 5.8

富雄川水系 7.2 8.6 8.5 2.3 4.6

岡崎川水系 7.2 10.0 8.7 2.6 4.6

全体平均 7.3 7.3 10.6 2.2 4.8

佐保川水系 7.2 8.3 10.5 1.9 4.4

富雄川水系 7.3 5.0 10.6 2.3 4.7

岡崎川水系 7.3 8.3 10.5 3.2 6.5

全体平均 7.3 10.9 8.8 2.3 4.9

佐保川水系 7.2 11.4 8.8 2.2 4.7

富雄川水系 7.4 7.9 8.8 2.2 4.8

岡崎川水系 7.6 15.0 8.8 2.9 6.2

6.5以上8.6

以下
50以下 5以上 5以下 ーーー

カドミウム

全シアン

有機りん

鉛

六価クロム

砒素

総水銀

アルキル水銀

PCB

0.005未満

0.0005未満

0.0005未満

0.0005未満

令和３年度　水質検査（Ｂ項目）水系別 平均値

分析項目

0.001未満

0.1未満

0.1未満

0.002未満

0.01未満

0.005未満

0.0005未満

0.0005未満

0.0005未満

0.001未満

0.0005未満

0.0005未満

0.0005未満

0.001未満

0.1未満

0.1未満

0.002未満

0.01未満

0.1未満

0.1未満

0.002未満

0.01未満

0.005未満

令和３年度　水質検査（A項目）水系別 平均値

5月31日

B項目分析結果（mg/l）

佐保川水系・高橋
（101）

富雄川水系：米寿橋
（201）

岡崎川水系：岡崎川
（301）

7月16日

10月19日

1月21日

年間平均

生活環境の保全に関する

環境基準(河川)
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第３章  大 気 汚 染  

 

１ 大気汚染に係る環境基準 

 

物   質 説    明 環  境  基  準 

 二酸化硫黄 

 (SO2) 

 

亜硫酸ガスとも言い、四日市ぜんそくなど大気汚染

公害の原因となった。重油などに含まれる硫黄分が

燃焼し発生。紫外線下で酸化し、硫酸ミストを形成

する。これが長時間空気中に浮遊し、スモッグ発生

の一因となっている。 

1時間値の1日平均値が0.

04ppm以下であり、かつ、1

時間値が0.1ppm以下。 

 一酸化炭素 

 (CO) 

 

燃料の不完全燃焼により発生するガス。大部分が

自動車から排出されます。血液中のヘモグロビンと

結合して酸素の供給をさまたげ頭痛、吐き気などの

症状があらわれる。 

1時間値の1日平均値が10

ppm以下であり、かつ、1時

間値の8時間平均値が20p

pm以下。 

 浮遊粒子状物質 

(SPM) 

 

自動車排ガス中のススや工場等のばい煙、ほこりな

ど、空気中に浮遊している粉塵のうち粒径１０ミクロン

（0.01mm）以下の物質です。細かいもので、肺の奥

まで入り呼吸器系疾患の原因になる。 

1時間値の1日平均値が0.

10mg/m3以下であり、かつ

、1時間値が0.20mg/m3以

下。 

 二酸化窒素 

(NO2) 

 

 

 

 

 

石油等が高温で燃える時に空気中の窒素が酸素と

結びついて発生。工場や家庭からも排出されますが

、自動車からのものが大半を占めています。窒素酸

化物 (N0x)には、―酸化窒素 (N0)と二酸化窒素 (N02

)があり、発生直後は大部分がN0で、空気中でこれ

が徐々にN02に変化します。このうち、二酸化窒素 (N

02)は健康影響があるため環境基準が定められてい

ます。 

１時間値の１日平均値が0.

04ppmから0.06ppmまでの

ゾーン内又はそれ以下。 

 

 

 

光化学オキシダント 

(OX) 

自動車などから発生する窒素酸化物と炭化水素 (ガ

ソリンの蒸気など)が、空気中で反応してできる酸化

力の強い物質です。紫外線の強い夏期に高濃度と

なり、遠くがかすんで見えるため、光化学スモッグと

呼ばれます。濃度が高くなると、目や鼻ヘの刺激、さ

らにはめまい、吐き気などの被害を起こします。また、

朝顔の葉に白や褐色の斑点を作るなど、植物ヘも

被害を与えます。 

１時間値が0.06ppm以下。 

※1) 環境基準は、工業専用地域、車道その他一般公衆が通常生活していない地域・場所については、 

   適用しない。 

 2) 浮遊粒子状物質とは大気中に浮遊する粒子状物質であってその粒径が 10μm 以下のもの。 

 3) 二酸化窒素について、1 時間値の 1 日平均値が 0.04ppm から 0.06ppm までのゾーン内にある地域にあ 

   っては、原則としてこのゾーン内において現状程度の水準を維持し、又はこれを大きく上回ることと 

   ならないよう努めるものとする。 

 4) 光化学オキシダントとは、オゾン、パーオキシアセチルナイトレートその他の光化学反応により生成さ 

   れる酸化性物質（中性ヨウ化カリウム溶液からヨウ素を遊離するものに限り、二酸化窒素を除く。）  を 

   いう。 

 

【汚れの量（濃度）単位】 

ppm  ごく薄いｶﾞｽ状物質の濃度を表す単位。 1ppm は 1m3 の空気中に 1cm3 が含まれる。 

mg/m3 粒子状物質の濃度を表す単位。 

    1mg/m3 は、1 立方ｍの空気中に 1mg(0.001g)の粒子状物質が含まれる 



測定地点 H２９ H３０ R元 R２ R３

県立矢田自然公園 0.0078 0.0075 0.0068 0.0070 0.0070

矢田小学校 0.0078 0.0070 0.0078 0.0073 0.0068

大和郡山市役所 0.0128 0.0117 0.0133 0.0120 0.0110

九条公園 0.0120 0.0093 0.0118 0.0090 0.0105

平和小学校 0.0113 0.0100 0.0095 0.0098 0.0103

郡山西中学校 0.0108 0.0095 0.0098 0.0083 0.0093

片桐西小学校 0.0108 0.0090 0.0093 0.0088 0.0093

筒井小学校 0.0113 0.0110 0.0100 0.0098 0.0105

昭和浄水場 0.0143 0.0133 0.0118 0.0108 0.0113

治道小学校 0.0125 0.0108 0.0105 0.0098 0.0088

《環境基準値　０．０４ppm以下》

二酸化窒素測定値の推移　　(単位：ppm)

２ 大気汚染の状況

本市においては、市内９箇所で年４回、１箇所で年１２回、二酸化窒

素、二酸化硫黄の測定及び、市内１０箇所で年４回、浮遊粒子状物質の

測定を行っており、令和３年度においては、いずれの項目も環境基準を

達成しています。

0.0000

0.0100

0.0200

0.0300

0.0400

H２９ H３０ R元 R２ R３

二酸化窒素測定値の推移 環境基準値 0.04ppm以下

県立矢田自然公園 矢田小学校 大和郡山市役所

九条公園 平和小学校 郡山西中学校

片桐西小学校 筒井小学校 昭和浄水場

治道小学校
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測定地点 H２９ H３０ R元 R２ R3

県立矢田自然公園 0.0030 0.0030 0.0030 0.0030 0.0029

矢田小学校 0.0030 0.0030 0.0030 0.0030 0.0029

大和郡山市役所 0.0031 0.0031 0.0031 0.0031 0.0031

九条公園 0.0031 0.0030 0.0031 0.0030 0.0030

平和小学校 0.0030 0.0031 0.0031 0.0031 0.0031

郡山西中学校 0.0030 0.0031 0.0031 0.0030 0.0030

片桐西小学校 0.0031 0.0030 0.0031 0.0031 0.0030

筒井小学校 0.0031 0.0031 0.0031 0.0031 0.0030

昭和浄水場 0.0031 0.0031 0.0031 0.0031 0.0030

治道小学校 0.0031 0.0031 0.0031 0.0031 0.0030

《環境基準値　０．０４ppm以下》

二酸化硫黄測定値の推移　　(単位：ppm)

0.0000

0.0050

0.0100

0.0150

0.0200

0.0250

0.0300

0.0350

0.0400

0.0450

H２９ H３０ R元 R２ R3

二酸化硫黄測定値の推移 環境基準値０．０４ppm以下

県立矢田自然公園 矢田小学校 大和郡山市役所

九条公園 平和小学校 郡山西中学校

片桐西小学校 筒井小学校 昭和浄水場

治道小学校
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測定地点 H２９ H３０ R元 R２ R３

県立矢田自然公園 0.027 0.028 0.028 0.019 0.014

矢田小学校 0.026 0.031 0.032 0.023 0.018

大和郡山市役所 0.037 0.035 0.037 0.032 0.022

九条公園 0.040 0.030 0.039 0.039 0.018

平和小学校 0.036 0.037 0.034 0.034 0.011

郡山西中学校 0.033 0.043 0.036 0.025 0.015

片桐西小学校 0.032 0.046 0.043 0.027 0.016

筒井小学校 0.030 0.042 0.033 0.036 0.021

昭和浄水場 0.048 0.047 0.042 0.038 0.025

治道小学校 0.050 0.053 0.037 0.034 0.018

《環境基準値 ０．１０mg/㎥以下》

浮遊粒子状物質測定値の推移　　(単位：mg/㎥)

0.000

0.020

0.040

0.060

0.080

0.100

H２９ H３０ R元 R２ R３

浮遊粒子状物質測定値の推移 環境基準値0.10mg/㎥以下

県立矢田自然公園 矢田小学校 大和郡山市役所

九条公園 平和小学校 郡山西中学校

片桐西小学校 筒井小学校 昭和浄水場

治道小学校
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令和３年度　大気汚染調査結果
《測定法》トリエタノールアミン円筒ろ紙法

◎NO２（二酸化窒素）調査結果　　（単位：ppm）

５月 ７月 １０月 １月

① 県立矢田自然公園 （池） 0.007 0.007 0.008 0.006

② 矢田小学校 （屋上） 0.008 0.006 0.009 0.004

③ 九条公園 （屋上） 0.009 0.010 0.013 0.010

④ 平和小学校 （屋上） 0.010 0.011 0.011 0.009

⑤ 郡山西中学校 （屋上） 0.009 0.010 0.010 0.008

⑥ 片桐西小学校 （屋上） 0.010 0.009 0.011 0.007

⑦ 筒井小学校 （屋上） 0.009 0.012 0.011 0.010

⑧ 昭和浄水場 （ろ過池） 0.011 0.011 0.014 0.009

⑨ 治道小学校 （屋上） 0.010 0.008 0.010 0.007

◎SO2（二酸化硫黄）調査結果　　（単位：ppm）

５月 ７月 １０月 １月

① 県立矢田自然公園 （池） 0.0030 0.0030 0.0030 0.0027

② 矢田小学校 （屋上） 0.0030 0.0030 0.0030 0.0024

③ 九条公園 （屋上） 0.0031 0.0030 0.0032 0.0028

④ 平和小学校 （屋上） 0.0030 0.0031 0.0031 0.0030

⑤ 郡山西中学校 （屋上） 0.0031 0.0031 0.0030 0.0029

⑥ 片桐西小学校 （屋上） 0.0030 0.0030 0.0031 0.0028

⑦ 筒井小学校 （屋上） 0.0031 0.0030 0.0030 0.0030

⑧ 昭和浄水場 （ろ過池） 0.0031 0.0031 0.0030 0.0029

⑨ 治道小学校 （屋上） 0.0031 0.0031 0.0031 0.0027

大和郡山市役所（屋上）　《毎月測定》　　（単位：ppm）
測定月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

《NO2及びSO2の測定法》トリエタノールアミン円筒ろ紙法

0.011 0.0030

0.011 0.0031

0.010 0.0030

0.012 0.0030

0.010 0.0031

0.011 0.0030

0.010 0.0031

0.011 0.0031

0.010 0.0031

0.012 0.0031

測定地点

測定地点

NO２（二酸化窒素） SO２（二酸化硫黄）

0.013 0.0031

「トリエタノールアミン円筒ろ紙法」とは、大気中に存在する酸性物質、NOX

及びSO2やSO3（SOX）はトリエタノールアミンのアルカリ性溶液に吸収される

ため性質があるため、この溶液を含ませた円筒ろ紙をシェルターに入れる。一

定期間放置し、大気中の酸性物質を測定する。
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◎ 浮遊粒子状物質調査結果
測定方法：ハイボリュームエアサンプラーの重量濃度測定法

（単位：mg/㎥）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

【ハイボリュームエアサンプラー重量濃度測定法】

【μm 単位について】

マイクロメートル：1mmの1/1000。

◎ 各調査結果について

令和３年度　浮遊粒子状物質調査集計表 （単位：mg/㎥）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

計 40 0.7080

治道小学校 (屋上) 4 0.0700

昭和浄水場 (屋上) 4 0.1000

筒井小学校 (屋上) 4 0.0840

片桐西小学校 (屋上) 4 0.0630

郡山西中学校 (屋上) 4 0.0600

平和小学校 (屋上) 4 0.0420

九条公園 (屋上) 4 0.0720

測定回数 合　計

大和郡山市役所 (屋上) 4 0.0870

矢田小学校 (校舎横) 4 0.0730

0.0070.019 0.021治道小学校 0.023

0.0100.018昭和浄水場 0.050 0.022

0.025 0.022

0.0110.023

0.013筒井小学校 0.024

片桐西小学校 0.010 0.019

郡山西中学校 0.012 0.019 0.018

0.014 0.011

0.011

平和小学校 0.010 0.007

0.022 0.018 0.012

測定地点 ４月 ５月 ６月 ８月 ９月 １月10月 11月 12月 ２月 ３月

県立矢田自然公園 0.013 0.021

７月

矢田小学校 0.025 0.021

0.015 0.008

0.022 0.005

大和郡山市役所 0.008 0.026 0.027 0.026

九条公園 0.020

0.0180

0.0105

0.0150

ポンプによって大気を吸収し、ガラス繊維のフィルターを通して、大気中の粒子を捕集する。24時間連続
運転で1000m3以上の空気を吸い込み、粒径10μm以下の粒子の量を測定する。

二酸化硫黄・窒素調査について、１時間値の１日平均値が0.04ppm以下であり、環境基準を達成して
いる。

浮遊粒子状物質調査について、１時間値の１日平均が0.10mg/m3以下、１時間値が0.20mg/m3以下であ
り、環境基準を達成している。

県立矢田自然公園 (公園内) 4 0.0570

0.0158

0.0210

0.0250

0.0175

0.0177

測定地点 平　均

0.0143

0.0183

0.0218
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◎ 光化学スモッグ広報の掲示板

別図 

赤字

穴（ひっかけ用）

４５ｃｍ

光化学
スモッグ

予 報
発令中

光化学
スモッグ

警 報
発令中

光化学
スモッグ

注意報
発令中

光化学
スモッグ

重大警報

発令中
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別表１

受付日時　　　　　年　　　月　　　日　　受付者

＊　学校等の場合は、学年・性別の被害者数を記入すること。

１　症状を感じた日時　　　　年　　　　月　　　　日　　午前・午後　　　時　　　　分　～　　　　時　　　　分

２　症状を感じた場所 （１）運動場 人 　　　（２）体育館　 人

（３）プール 人 （４）室　内 人 人

（６）道路上 人 （７）その他 人

３　症状を感じたときの活動状況

（１）運動場（体育授業・クラブ・遊技・競技） 人

（２）室内で授業中 人

（３）歩　　行　　中 人 人

４　 症　状 人員

(1)目がちかちかする

人中
(2)涙がでる

　　被害者
(3)せきがでる

(4)はきけがする

人
(5)のどがいがらい

(刺激される感じ）

(6)その他

届

出

者
被

害

者

氏 名 （ 機 関 ・ 団 体 ）

住　　　　　　　　　　所

（所　　在　　地）

＊氏　　　　　　　　名

　住　　　　　　　　　所

項目

（４）その他

光 化 学 ス モ ッ グ 被 害 連 絡 票

電　　　話

　　　（５）公園遊び場

男（人） 女（人） 計（人）

- 37 -



（医師の治療） なし あり （医療機関名）

５　重症者名とその症状

学年（年齢） 氏　　　　　　　名 性　　別 職　　業 症　　　　　　　状

６　措　置

７　動物・植物の被害状況

８　症状を感じたときの気象状況等

（１） 天 候 　　（晴　・　曇　・　雨）

（２） 風 　　（強　・　弱　・　やや有　・　無）

（３） に お い 　　（有　・　無）

（４） 視 程 　　（特に悪い　・　悪い　・　普通）

９　その他
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光化学スモッグ対策措置事項

広報区分 措　　　　置　　　　事　　　　項

 １．　注意報に備えて、テレビ、ラジオ等の報道に注意すること。

予　　報  ２．　屋外での特に過激な運動はさけること。

 ３．　目やのどなどに刺激を感じた人には、洗眼、うがいをすることを指導すること。

 １．　学校及び施設では、できるだけ屋外での運動をさけ、屋内に入ることを指導

　　すること。

 ２．　目に刺激や痛みを感じた人には、洗眼することを指導すること。

 ３．　のど、鼻に刺激や痛みを感じた人には、うがいをすることを指導すること。

注 意 報  ４．　症状のひどい人には、医師の指示をうけることを指導すること。

 ５．　不用不急の自動車を使用しないよう要請すること。

 ６．　工場又は事業場では屋外での燃焼行為をしないよう要請すること。

 ７．　排出ガスを毎時１万立方メートル以上排出する工場及び事業場に対し、排

　　出ガス量の減少を行うよう勧告すること。

警　　報  　　　注意報の各措置事項の徹底をはかること。

 １．　学校及び施設では、屋外での運動をさけ、屋内に入ることの徹底をはかるこ

　　と。

 ２．　自動車使用者に対し、自動車の使用をさけるよう強力に要請するとともに公

　　安委員会に対し、当該地域における自動車交通の規制について道路交通法

　　の規定により措置をとるべきことを要請する。

 ３．　工場又は事業場での屋外での燃焼行為をしないよう命令すること。

 ４．　関係事業場に対し排出量の減少を行うよう命令すること。

（注）この表の措置事項のうち注意報の５．６．７及び重大警報の２．３．４は、大気汚染防止法

　　　（昭和４３年法律第９７号）第２３条の規定に基づくものであること。

重大警報
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令和３年度　光化学スモッグ広報発令状況

6/7 14:05 予　　報 第1号 大和平野 　北部・中部・南部

6/8 14:05 予　　報 第2号 大和平野 　北部・中部・南部

6/8 16:45 注意報 第1号 大和平野 　北部・中部・南部

6/21 15:10 予　　報 第3号 大和平野 　北部・中部・南部

7/31 15:35 予　　報 第4号 大和平野 　北部・中部・南部

大和平野北部 ： 奈良市・生駒市・大和郡山市

地　　域

大和平野北部 ： 奈良市・生駒市・大和郡山市

大和平野中部 ： 天理市・香芝市・王寺町・平群町・三郷町・斑鳩町・安堵町

　　　明日香村

(北部)

予報 注意報

H29 3 0

H30 6 1

Ｒ元 4 0

Ｒ２ 6 1

Ｒ３ 4 1

地　　　　　域

年度別光化学スモッグ広報発令回数

種　　　　類日　　　時
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１　騒音について

音は、空気や液体等が振動して伝わります。

音の大きさは、デシベル（ｄＢ）という単位で表します。昔はホンという単位も使っ

ていましたが、今のSI単位系ではデシベルに統一されています。

騒音とは、人間が不快感を感じる音、すなわち、大きすぎる音、嫌な音色の音、突発

的な音などであり、また受け取る人の好き嫌いもありますが、一般的には大きな音を騒

音と言います｡

人々が生活または事業を営むとき、大小高低さまざまな音が必然的に発生します。つ

まり、騒音とは、日常生活の中でもっとも身近な公害と言えます。

騒音の影響は、その騒音の性質（大きさ・高さ・持続時間）やその人の状況によりま

すが、聴力の低下、聴取妨害、睡眠妨害、作業能率の低下、生理機能の悪化など、好ま

しくない影響を与えます。

※音が10dB下がると大雑把に耳では半分程度に音が小さくなったと感じるようです。

◎ 音の大きさの例

飛行機のエンジン近く
dB

自動車の警笛（前方約２ｍ）
dB

電車が通過する時のガード下
dB

大声による独唱
dB 騒々しい工場内

地下鉄の車内（窓を開けた時）
dB

電話のベル
dB 騒々しい街頭

静かな乗用車
dB 普通の会話

エアコンの室外機
dB

図書館
dB 静かな住宅地の昼間

ささやき声
dB 深夜の郊外

木のふれ合う音
dB 置き時計の秒針の音（前方約１ｍ）

第４章　 騒　　音

１２０

１１０

１００

　９０

　８０

　７０

　６０

　５０

　４０

　３０

　１０
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２　騒音に係る環境基準について

平成１０年９月３０日環告６４

改正　平成１２年３月２８日環告２０

改正　平成１７年５月２６日環告４５

改正　平成２４年３月３０日環告５４

環境基本法（平成５年法律第９１号）第１６条第１項の規定に基づく騒音に係る環境基準につ

いて次のとおり告示する。

環境基本法第１６条第１項の規定に基づく、騒音に係る環境上の条件について生活環境を

保全し、人の健康の保護に資する上で維持されることが望ましい基準（以下「環境基準」という。

）は、別に定めるところによるほか、次のとおりとする。

第１　環境基準

１　環境基準は、地域の類型及び時間の区分ごとに次表の基準値の欄に掲げるとおりとし、

各類型を当てはめる地域は、都道府県知事(市の区域内の地域については市長)が指定する。

昼　　間 夜　　間

ＡＡ ５０デシベル以下 ４０デシベル以下

Ａ及びＢ ５５デシベル以下 ４５デシベル以下

Ｃ ６０デシベル以下 ５０デシベル以下

(注)１　時間の区分は、昼間を午前６時から午後１０時までの間とし、夜間を午後１０時

　　　　 から翌日の午前６時までの間とする。

　　 ２　ＡＡを当てはめる地域は、療養施設、社会福祉施設等が集合して設置される

　　　　 地域など特に静穏を要する地域とする。

　　 ３　Ａを当てはめる地域は、専ら住居の用に供される地域とする。

　　 ４　Ｂを当てはめる地域は、主として住居の用に供される地域とする。

　　 ５　Ｃを当てはめる地域は、相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される

　　　　地域とする。

ただし、次表に掲げる地域に該当する地域（以下「道路に面する地域」という。）については、

上表によらず次表の基準値の欄に掲げるとおりとする。

昼　　間 夜　　間

６０デシベル以下 ５５デシベル以下

備考　車線とは、１縦列の自動車が安全かつ円滑に走行するために必要な一定の幅員を有

　　　する帯状の車道部分をいう。　この場合において、幹線交通を担う道路に近接する空間

　　　については、上表にかかわらず、特例として次表の基準値の欄に掲げるとおりとする。

地域の類型
基　　準　　値

基　準　値
地　域　の　区　分

Ａ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域

Ｂ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域及び

Ｃ地域のうち車線を有する道路に面する地域
６５デシベル以下 ６０デシベル以下
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備考

２　１の環境基準の基準値は、次の方法により評価した場合における値とする。

　(1) 評価は、個別の住居等が影響を受ける騒音レベルによることを基本とし、住居等の用に

　　供される建物の騒音の影響を受けやすい面における騒音レベルによって評価するものと

　　する。

 　　　この場合において屋内へ透過する騒音に係る基準については、建物の騒音の影響を

 　　受けやすい面における騒音レベルから当該建物の防音性能値を差し引いて評価するも

 　　のとする。

　(2) 騒音の評価手法は、等価騒音レベルによるものとし、時間の区分ごとの全時間を通じた

　　等価騒音レベルによって評価することを原則とする。

　(3) 評価の時期は、騒音が１年間を通じて平均的な状況を呈する日を選定するものとする。

　　いて行うものとする。この場合において、周波数補正回路はＡ特性を用いることとする。

　(5) 騒音の測定に関する方法は、原則として日本工業規格Ｚ８７３１による。ただし、時間の

　　区分ごとに全時間を通じて連続して測定した場合と比べて統計的に十分な精度を確保し

　  得る範囲内で、騒音レベルの変動等の条件に応じて、実測時間を短縮することができる。

　　当該建物による反射の影響が無視できない場合にはこれを避けうる位置で測定し、これ

　　が困難な場合には実測値を補正するなど適切な措置を行うこととする。また、必要な実測

　　時間が確保できない場合等においては、測定に代えて道路交通量等の条件から騒音レ

　　ベルを推計する方法によることができる。

　　　なお、著しい騒音を発生する工場及び事業場、建設作業の場所、飛行場並びに鉄道の

　　敷地内並びにこれらに準ずる場所は、測定場所から除外する。

３　環境基準の達成状況の地域としての評価は、次の方法により行うものとする。

　(1) 道路に面する地域以外の地域については、原則として一定の地域ごとに当該地域の騒

　　音を代表すると思われる地点を選定して評価するものとする。

　(2) 道路に面する地域については、原則として一定の地域ごとに当該地域内の全ての住居

　　等のうち1の環境基準の基準値を超過する戸数及び超過する割合を把握することにより評

　　価するものとする。

第２　達成期間等

１　環境基準は、次に定める達成期間でその達成又は維持を図るものとする。

  (4) 騒音の測定は、計量法（平成４年法律第５１号）第７１条の条件に合格した騒音計を用

に係る基準（昼間にあっては４５デシベル以下、夜間にあっては４０デ

シベル以下）によることができる。

７０デシベル以下 ６５デシベル以下

　個別の住居等において騒音の影響を受けやすい面の窓を主として

閉めた生活が営まれていると認められるときは、屋内へ透過する騒音

昼　　間 夜　　間

基　　準　　値
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　(1) 道路に面する地域以外の地域については、環境基準の施行後直ちに達成され、又は

　　維持されるよう努めるものとする。

　(2) 既設の道路に面する地域については、関係行政機関及び関係地方公共団体の協力の

　　下に自動車単体対策、道路構造対策、交通流対策、沿道対策等を総合的に実施するこ

　　とにより、環境基準の施行後10年以内を目途として達成され、又は維持されるよう努めるも

　　のとする。

　　　ただし、幹線交通を担う道路に面する地域であって、道路交通量が多くその達成が著し

　　く困難な地域については、対策技術の大幅な進歩、都市構造の変革等とあいまって、10

　　年を超える期間で可及的速やかに達成されるよう努めるものとする。

　(3) 道路に面する地域以外の地域が、環境基準が施行された日以降計画された道路の設

　　置によって新たに道路に面することとなった場合にあっては（１）及び（２）にかかわらず当

　　該道路の供用後直ちに達成され又は維持されるよう努めるものとし、環境基準が施行され

　　た日より前に計画された道路の設置によって新たに道路に面することとなった場合にあっ

　　ては（２）を準用するものとする。

２　道路に面する地域のうち幹線交通を担う道路に近接する空間の背後地に存する建物の

　中高層部に位置する住居等において、当該道路の著しい騒音がその騒音の影響を受け

　やすい面に直接到達する場合は、その面の窓を主として閉めた生活が営まれていると認め

　られ、かつ、屋内へ透過する騒音に係る基準が満たされたときは、環境基準が達成されたも

　のとみなすものとする。

３　夜間の騒音レベルが７３デシベルを超える住居等が存する地域における騒音対策を優先

　的に実施するものとする。

第３　環境基準の適用除外について

この環境基準は、航空機騒音、鉄道騒音及び建設作業騒音には適用しないものとする。

　附　則

この告示は、平成１１年４月１日から施行する。
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３　騒音に関する規制

 　特定工場とは騒音発生型の大型機械を保有する工場で施設によって定められています。

 　特定建設作業とはくい打ち機等の工事が定められています。

◎ 特定工場の規制基準 （単位 ： dB）
昼間 朝 夕 夜間

午前８時から 午前６時から 午後６時から 午後１０時から
午後６時まで 午前８時まで 午後１０時まで 翌日午前６時まで

①　第１種区域

５０ ４０

②　第２種区域

６０ ４５

③　第３種区域

６５ ５０

④　第４種区域
工業地域及び工業専用
地域 ７０ ５５

備考 ： 学校、保育所、病院、図書館及び特別養護老人ホーム（①の区域内に所在するものを
 　　　　 除く。）の敷地の周囲おおむね50mの区域内における規制基準は、上表の規制基準の
　　　　　値から５デシベルを引いた値とする。

◎ 特定作業の規制基準
基　　準　　値

最 大 作 業 日 数
作　業　禁　止　日

備考 ： １号区域とは、２号区域以外の区域をいう。
　　　　　２号区域とは、工業地域及び工業専用地域（学校、保育所、病院、図書館及び特別養
　　　　 護人ホームの敷地の周囲おおむね80mの区域を除く。）をいう。

連続６日間
日曜及びその他の休日

第1種住居地域(①に該当
する区域を除く。)及びそ
の他の区域

第1種低層住居専用地
域、第1種中高層住居専
用地域及び風致地区(③
に該当する区域を除く。)

作業禁止時間帯

最 大 作 業 時 間

８５　dB
１号区域　19:00～翌日7:00
２号区域　22:00～翌日6:00
１号区域　１日10時間以内

　本市では、昭和４７年４月１日より騒音規制法による規制地域となり、市内全域で特
定工場及び特定建設作業について規制を受けています。

２号区域　１日14時間以内

６５

４５

５０

６０
近隣商業地域、商業地域
及び準工業地域
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４　深夜騒音に係る規制

拡声機の使用の制限

　商業宣伝に伴う拡声機について第１種区域と第２種区域、第３種区域及び第４種区域に所

在する別表に掲げる施設５０メートルの区域において使用が制限される。

　航空機を使用して拡声機を使用出来る時間は、午前１０時から正午までである。

深夜騒音の規制基準（奈良県生活環境保全条例）

（単位：dB）

区域の区分 午後10時から午前６時 午前６時から午前８時

第１種区域 ４０ ４５

第２種区域 ４５ ５０

第３種区域 ５０ ６０

　（備考）　１．祭礼盆踊り等地域の慣習的行事の際は、この表は適用しない。

　　　　　　 ２．下記別表1～6までの規定は、この表についても適用する。

　　　　別　表

　　　　　１　学校教育法第１条に規定する学校

　　　　　２　児童福祉法第７条に規定する保育所

　　　　　３　医療法第１条の５第１項に規定する病院及び同条第２項に規定する診療所

　　　　　　　のうち患者の収容施設を有するもの

　　　　　４　図書館法第２条第１項に規定する図書館

　　　　　５　老人福祉法第５条の３に規定する特別養護老人ホーム

           ６  就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律

              （平成１８年法律第７７号）第２条第７項に規定する幼保連携型認定こども園
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５　自動車騒音に係る要請限度

※ａ区域・・・騒音規制法第１７条第１項の規定に基づく指定地域である29市町村のうち、第1,2種低層住居専用

               地域・第1,2種中高層住居専用地域・風致地区（第３種区域に該当する区域を除く。）・歴史的風土

               保存区域

   ｂ区域・・・騒音規制法第１７条第１項の規定に基づく指定地域である29市町村のうち、第1,2種住居地域・準

               住居地域（第１種区域に該当する区域を除く。）・市街化調整区域

   ｃ区域・・・騒音規制法第１７条第１項の規定に基づく指定地域である29市町村のうち、近隣商業地域・商業

               地域・準工業地域・工業地域

　　　ただし、幹線交通を担う道路に近接する区域については、上表によらず次表の基準値を適用する。

※「幹線交通を担う道路」とは、高速道路、一般国道、都道府県道、４車線以上の市町村道及び自動車専用

    道路。

   「幹線交通を担う道路に近接する区域」とは、次の車線数の区分に応じ道路端からの距離により範囲が特

    定される。

　　　　 ・２車線以下の車線を有する幹線道路を担う道路　　  　１５メートル

　　　　 ・２車線を越える車線を有する幹線道路を担う道路　　　２０メートル

区域の区分

ｂ区域のうち２車線以上の車線を有する
道路に面する区域及びｃ区域のうち車線
を有する道路に面する区域

午後１０時～午前６時

ａ区域及びｂ区域のうち１車線を有する道
路に面する区域

ａ区域のうち２車線以上の車線を有する
道路に面する区域

７５デシベル

　　　時間の区分

６５デシベル ５５デシベル

昼     間 夜　　　間

午前６時～午後１０時

午後１０時～午前６時

７５デシベル ７０デシベル

７０デシベル

７０デシベル ６５デシベル

午前６時～午後１０時

昼     間 夜　　　間
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No. 調　査　地　点 　用　途　地　域 　地域類型

1 北郡山町１３２－１ 準工業地域 C

2 北郡山町５２８－４７ 第１種住居地域 B

3 柳４丁目 商業地域 C

4 矢田山町２９－１１ 第１種低層住居専用地域 A

5 新町７４１－１ 第１種住居地域 B

6 小泉町１６７８－１ 第１種中高層住居専用地域 A

7 小泉町東２丁目３－３ 商業地域 C

8 今国府町７６４ 工業地域 C

9 筒井町９５７－３ 準工業地域 C

10 柏木町１２７ 第１種住居地域 B

類型 調査地点 H２９ H３０ R元 R２ R３
B 北郡山町５２８－４７ 47.4 41.6 42.2 40.6 48.6
A 矢田山町２９－１１ 45.1 43.4 39.7 42.8 38.3
B 新町７４１－１１ 52.7 49.3 46.1 48.3 48.7
A 小泉町１６７８－１ 51.2 48.2 45.6 45.0 45.6
B 柏木町１２７ 53.4 47.8 46.8 47.1 42.3

《環境基準値　５５dB以下》

一般環境騒音測定値推移　昼間（A・B類型）　　（単位：dB）

一般環境騒音測定箇所と地域区分

６ 騒音測定結果

◎一般環境騒音

本市では、下記のとおり市内１０箇所において、一般環境騒音の測定を行っ

ています。

令和３年度の測定結果は、概ね環境基準値を満たしているが、C類型地域１箇所（筒井町）

の夜間において環境基準値を超える結果となっています。

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

H２９ H３０ R元 R２ R３

一般環境騒音箇所別測定値（A・B類型） 環境基準値５５ｄB以下

北郡山町５２８－４７ 矢田山町２９－１１ 新町７４１－１１

小泉町１６７８－１ 柏木町１２７
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・
類型 調査地点 H２９ H３０ R元 R２ R３
C 北郡山町１３２－１ 52.1 45.9 45.7 45.9 45.8
C 柳４丁目２５ 49.7 42.4 46.4 46.0 44.5
C 小泉町東２丁目３－３ 55.0 56.1 53.1 53.6 52.3
C 今国府町７６４ 51.2 45.5 45.0 45.7 40.9
C 筒井町９５７－３ 61.9 56.0 58.9 57.9 57.9

《環境基準値　６０dB以下》

類型 調査地点 H２９ H３０ R元 R２ R３
B 北郡山町５２８－４７ 39.2 35.4 35.9 32.2 40.3
A 矢田山町２９－１１ 34.9 31.0 32.4 34.9 35.4
B 新町７４１－１ 41.6 46.8 38.7 39.1 42.4
A 小泉町１６７８－１ 40.3 37.8 37.2 39.4 42.3
B 柏木町１２７ 41.6 33.6 38.9 35.6 36.3

《環境基準値　４５dB以下》

一般環境騒音測定値推移　昼間（C類型）　　（単位：dB）

一般環境騒音測定値推移　夜間（A・B類型）　　（単位：dB）

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

H２９ H３０ R元 R２ R３

一般環境騒音測定値 昼間（C類型） 環境基準値６０ｄB以下

北郡山町１３２－１ 柳４丁目２５ 小泉町東２丁目３－３

今国府町７６４ 筒井町９５７－３

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

H２９ H３０ R元 R２ R３

一般環境騒音測定値 夜間（A・B類型） 環境基準値４５ｄB以下

北郡山町５２８－４７ 矢田山町２９－１１ 新町７４１－１

小泉町１６７８－１ 柏木町１２７
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・
類型 調査地点 H２９ H３０ R元 R２ R３
C 北郡山町１３２－１ 46.7 42.8 42.1 40.3 44.2
C 柳４丁目２５ 41.8 37.0 37.0 34.3 36.9
C 小泉町東２丁目３－３ 50.4 44.8 50.5 49.9 48.3
C 今国府町７６４ 40.6 39.0 36.4 34.1 40.1
C 筒井町９５７－３ 60.1 52.5 57.1 57.8 50.6

《環境基準値　５０dB以下》

No. 調　査　地　点 車線数

1 国道２４号線（美濃庄町） 4

9
県道奈良大和郡山
斑鳩線（藤原町）

2

3 国道２４号線（下三橋町） 4

自動車騒音測定箇所と地域区分

一般環境騒音測定値推移　夜間（C類型）　　（単位：dB）

要請限度区域

b

b

b市街化調整地域

第１種住居地域

市街化調整地域

　用　途　地　域

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

H２９ H３０ R元 R２ R３

一般環境騒音測定値推移 夜間（C類型） 環境基準値５０ｄB以下

北郡山町１３２－１ 柳４丁目２５ 小泉町東２丁目３－３

今国府町７６４ 筒井町９５７－３

◎自動車騒音

令和３年度においては、前年度と同様に、本市３箇所において自動車騒音

の測定を行っています。

令和３年度の測定結果は、国道２４号線（下三橋町の夜間）で要請限度を超

えています。また、国道２４号線（美濃庄町の昼夜間及び下三橋町の昼間）

において環境基準を超える結果となっています。

測定日 令和３年１２月１日～２日
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・

調査地点 H２９ H３０ R元 R２ R３
美濃庄町　R２４号線 70.7 71.7 72.7 72.2 72.4
県道　（藤原町） 66.8 65.9 65.6 66.1 65.9
下三橋町　R２４号線 72.3 71.9 72.5 70.7 72.9
《要請限度（昼間）　７５dB》 《環境基準値（昼間）７０dB以下》

調査地点 H２９ H３０ R元 R２ R３
美濃庄町　R２４号線 66.9 68.6 69.4 70.0 70.0
県道　（藤原町） 60.8 60.0 60.0 59.7 59.5
下三橋町　R２４号線 66.7 68.7 69.4 68.4 70.2
《要請限度（夜間）　７０dB》 《環境基準値（夜間）６５dB以下》

自動車騒音測定値推移　夜間　　（単位：dB）

自動車騒音測定値推移　昼間　　（単位：dB）

60.0

62.0

64.0

66.0

68.0

70.0

72.0

74.0

76.0

H２９ H３０ R元 R２ R３

自動車騒音測定値推移（昼間） 環境基準値７０dB以下

美濃庄町 R２４号線 県道 （藤原町） 下三橋町 R２４号線

54.0

56.0

58.0

60.0

62.0

64.0

66.0

68.0

70.0

72.0

H２９ H３０ R元 R２ R３

自動車騒音測定値推移（夜間） 環境基準値６５ｄB以下

美濃庄町 R２４号線 県道 （藤原町） 下三橋町 R２４号線
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（昼間）

測定場所 Leq Lmax L5 L10 L50 L90 L95

１ 　　 北郡山町132-1 45.8 62.3 49.8 45.3 45.1 43.4 42.5

２  　　北郡山町528-47 48.6 60.2 47.3 44.3 37.9 35.5 34.9

３ 　　 柳４丁目25 44.5 59.2 49.1 46.8 40.0 36.4 35.8

４  　　矢田山町29-11 38.3 54.1 42.1 39.5 34.7 32.2 31.7

５ 　　 新町741-1 48.7 62.5 53.0 50.5 41.1 37.4 37.0

６  　　小泉町1678-1 45.6 60.1 50.5 47.9 41.5 38.0 37.4

７  小泉町東2丁目3-3 52.3 66.6 56.9 54.1 46.4 41.7 40.7

８  　　今国府町764 40.9 54.9 43.7 41.4 37.5 35.9 35.5

９ 　　 筒井町957-3 57.9 71.5 62.8 58.9 50.2 46.1 45.2

１０  　　柏木町127 42.3 55.0 46.4 44.3 37.7 35.9 35.5

（夜間）

測定場所 Leq Lmax L5 L10 L50 L90 L95

１ 　　 北郡山町132-1 44.2 57.5 46.6 45.3 41.1 40.1 40.0

２  　　北郡山町528-47 40.3 56.1 40.5 39.1 35.9 34.5 34.2

３ 　　 柳４丁目25 36.9 50.8 38.8 37.7 34.4 32.5 32.0

４  　　矢田山町29-11 35.4 46.8 36.9 35.3 32.2 30.5 30.3

５ 　　 新町741-1 42.4 55.1 42.1 39.1 33.2 31.3 31.0

６  　　小泉町1678-1 42.3 51.5 40.6 39.1 34.9 32.7 32.4

７  小泉町東2丁目3-3 48.3 58.4 50.7 48.3 40.7 38.2 37.8

８  　　今国府町764 40.1 50.9 40.6 39.6 37.1 35.4 35.0

９ 　　 筒井町957-3 50.6 64.6 55.0 53.1 47.3 44.0 43.4

１０  　　柏木町12７ 36.3 44.4 37.8 36.9 35.0 34.0 33.7

※　Leq：平均値　　Lmax：最大値

令和３年度　大和郡山市 一般環境騒音測定結果
（　測定実施期間　令和３年１２月１日～２日　）
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交通騒音測定結果表

（一定の実測時間を定め騒音測定を行う場合）

令和３年１２月１日～２日

等価騒

音ﾚﾍﾞﾙ

(dB)

LAeq

6:00 ～ 7:00 73.9 79 78 71 56 54 89.7

7:00 ～ 8:00 73.1 78 76 71 58 56 86.9

8:00 ～ 9:00 70.6 75 74 68 57 55 83.1

9:00 ～ 10:00 73.1 78 77 71 54 51 86.3

10:00 ～ 11:00 73.0 78 77 71 54 51 89.0

11:00 ～ 12:00 72.5 78 76 71 55 52 85.2

12:00 ～ 13:00 72.3 78 76 70 55 53 85.1

13:00 ～ 14:00 71.9 77 76 70 55 53 84.0

14:00 ～ 15:00 72.2 77 76 70 53 51 82.8

15:00 ～ 16:00 72.0 77 76 70 54 51 89.2

16:00 ～ 17:00 72.6 78 77 70 55 52 86.1

17:00 ～ 18:00 72.2 77 76 70 57 54 90.5

18:00 ～ 19:00 72.3 78 76 70 56 52 85.6

19:00 ～ 20:00 72.1 78 76 69 53 50 83.7

20:00 ～ 21:00 72.2 78 77 67 52 49 85.1

21:00 ～ 22:00 71.5 78 76 64 47 46 86.6

72.4 78.0 76.0 70.0 54.0 52.0 86.2

22:00 ～ 23:00 70.7 78 76 62 47 45 90.0

23:00 ～ 0:00 69.6 77 74 57 47 47 87.1

0:00 ～ 1:00 68.6 76 73 54 47 46 88.4

1:00 ～ 2:00 68.3 76 72 55 50 50 86.4

2:00 ～ 3:00 68.7 76 72 55 50 50 87.6

3:00 ～ 4:00 69.4 77 73 55 50 50 87.6

4:00 ～ 5:00 70.7 78 75 58 50 50 90.8

5:00 ～ 6:00 72.2 79 77 63 51 51 87.5

70.0 77.0 74.0 57.0 49.0 49.0 88.2

①国道２４号線　大和郡山市 美濃庄町

環境基準の時間帯
平均値（昼間）

環境基準の時間帯
平均値（夜間）

昼間

夜間

時間帯 観測時間

時間率騒音レベル（ｄＢ）

LA5 LA10 LA50 LA90 LA95 LAmax
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交通騒音測定結果表

（一定の実測時間を定め騒音測定を行う場合）

令和３年１２月１日～２日

等価騒

音ﾚﾍﾞﾙ

(dB)

LAeq

6:00 ～ 7:00 65.7 72 70 57 44 42 81.9

7:00 ～ 8:00 67.4 73 72 63 51 48 82.7

8:00 ～ 9:00 66.9 73 71 63 52 49 80.8

9:00 ～ 10:00 66.3 72 70 62 50 47 84.9

10:00 ～ 11:00 65.8 72 70 62 50 47 81.7

11:00 ～ 12:00 66.1 72 70 62 54 52 83.8

12:00 ～ 13:00 66.4 72 71 62 50 47 79.5

13:00 ～ 14:00 65.7 71 70 62 50 48 87.5

14:00 ～ 15:00 66.2 72 70 63 54 52 81.5

15:00 ～ 16:00 65.7 71 70 62 50 47 85.1

16:00 ～ 17:00 65.4 71 69 62 52 49 79.9

17:00 ～ 18:00 65.9 71 70 63 54 52 84.0

18:00 ～ 19:00 65.6 71 70 62 52 49 78.3

19:00 ～ 20:00 65.2 71 70 60 48 45 84.7

20:00 ～ 21:00 65.0 72 70 56 43 41 83.4

21:00 ～ 22:00 64.1 71 69 54 42 40 84.9

65.9 72.0 70.0 61.0 50.0 47.0 82.8

22:00 ～ 23:00 61.6 69 65 46 38 37 80.1

23:00 ～ 0:00 60.4 66 60 41 36 35 82.8

0:00 ～ 1:00 58.2 64 57 38 35 34 80.2

1:00 ～ 2:00 58.2 63 55 38 36 36 81.9

2:00 ～ 3:00 56.9 59 51 37 35 35 82.8

3:00 ～ 4:00 57.4 57 49 37 36 36 80.7

4:00 ～ 5:00 59.1 64 57 38 34 34 81.9

5:00 ～ 6:00 61.8 69 65 45 36 35 81.8

59.5 64.0 57.0 40.0 36.0 35.0 81.5

②県道奈良大和郡山斑鳩線　大和郡山市 藤原町

環境基準の時間帯
平均値（夜間）

環境基準の時間帯
平均値（昼間）

夜間

時間帯 観測時間

時間率騒音レベル（ｄＢ）

昼間

LA5 LA10 LA50 LA90 LA95 LAmax
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交通騒音測定結果表

（一定の実測時間を定め騒音測定を行う場合）

令和３年１２月１日～２日

等価騒

音ﾚﾍﾞﾙ

(dB)

LAeq

6:00 ～ 7:00 73.6 79 78 70 50 48 85.1

7:00 ～ 8:00 73.4 78 77 73 55 53 92.5

8:00 ～ 9:00 73.4 78 77 72 54 53 90.4

9:00 ～ 10:00 73.0 78 77 71 56 55 85.8

10:00 ～ 11:00 73.2 78 77 72 53 50 85.2

11:00 ～ 12:00 73.0 78 77 71 54 51 84.6

12:00 ～ 13:00 72.6 78 77 71 53 50 83.5

13:00 ～ 14:00 72.4 78 76 70 55 52 86.0

14:00 ～ 15:00 72.4 78 76 70 55 53 88.1

15:00 ～ 16:00 73.0 78 77 71 56 54 87.1

16:00 ～ 17:00 73.0 78 77 71 58 55 84.7

17:00 ～ 18:00 73.1 78 77 72 58 56 85.4

18:00 ～ 19:00 72.7 78 76 71 57 55 89.9

19:00 ～ 20:00 72.8 78 77 70 57 55 90.0

20:00 ～ 21:00 72.2 78 77 69 56 53 86.1

21:00 ～ 22:00 71.7 78 76 66 51 49 86.5

72.9 78.0 77.0 71.0 55.0 53.0 86.9

22:00 ～ 23:00 70.9 78 76 62 47 46 87.5

23:00 ～ 0:00 69.7 77 74 59 45 43 88.1

0:00 ～ 1:00 69.3 77 74 58 47 46 87.8

1:00 ～ 2:00 68.9 76 73 57 47 47 87.0

2:00 ～ 3:00 69.3 76 73 57 45 44 87.7

3:00 ～ 4:00 69.1 76 72 56 43 42 92.3

4:00 ～ 5:00 70.8 78 75 61 45 44 86.5

5:00 ～ 6:00 72.3 79 77 62 47 45 87.9

70.2 77.0 74.0 59.0 46.0 44.0 88.1

③国道２４号線　大和郡山市 下三橋町

環境基準の時間帯
平均値（夜間）

環境基準の時間帯
平均値（昼間）

夜間

時間帯 観測時間

時間率騒音レベル（ｄＢ）

昼間

LA5 LA10 LA50 LA90 LA95 LAmax
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２　振動に関する規制

特定工場の規制基準

昼間 夜間

午前８時から午後７時まで 午後７時から翌日の午前８時

まで

第１種区域

第２種区域　　　

近隣商業地域、

商業地域、準工業
地域、工業地域及
び工業専用地域

測定場所　特定工場の敷地境界線

特定建設作業の規制基準

　特定建設作業の振動規制法における基準等は敷地境界線で７５ｄBです。

第1種低層住居専
用地域、第1種中高
層住居専用地域、
第1種住居地域及
びその他の地域

　本市では、昭和５３年４月１日より振動規制法による規制地域となり、市内全域で特定工

場及び特定建設作業について規制を受けています。特定工場とは振動発生型の大型機

械を保有する工場で施設によって定めています。

６５ｄＢ ６０ｄＢ

６０ｄＢ ５５ｄＢ
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１　悪臭とは

２　悪臭に関する規制

　悪臭防止法によりアンモニア等「特定悪臭物質」２２物質について規制基準を定めています。

臭いの種類 と規制基準

　　悪臭は、吐き気、食欲不振、頭痛、不快感等をもたらす感覚公害です。臭覚には個人差、一般地域 順応地域 その他の地域

ア ン モ ニ ア し 尿 臭 1 2 5

メ チ ル メ ル カ プ タ ン 腐 っ た タ マ ネ ギ 臭 0.002 0.004 0.01

硫 化 水 素 腐 卵 臭 0.02 0.06 0.2

硫 化 メ チ ル 腐 っ た キ ャ ベ ツ 臭 0.01 0.05 0.2

　　悪臭防止法によりアンモニア等２２物質について規制基準を定めています。（別表）二 硫 化 メ チ ル 腐 っ た キ ャ ベ ツ 臭 0.009 0.03 0.1

　　また、奈良県悪臭防止対策指導要綱で悪臭防止法で定める悪臭物質を含まない悪臭や、ト リ メ チ ル ア ミ ン 腐 魚 臭 0.005 0.02 0.07

ア セ ト ア ル デ ヒ ド 青 臭 い 刺 激 臭 0.05 0.1 0.5

プ ロ ピ オ ン ア ル デ ヒ ド 刺激的な甘酸っぱい焦げた臭い 0.05 0.1 0.5

ノルマルブチルアルデヒド 刺激的な甘酸っぱい焦げた臭い 0.009 0.03 0.08

イ ソ ブ チ ル ア ル デ ヒ ド 刺激的な甘酸っぱい焦げた臭い 0.02 0.07 0.2

ノルマルバレルアルデヒド むせるような甘酸っぱい焦げた臭い 0.009 0.02 0.05
イ ソ バ レ ル ア ル デ ヒ ド むせるような甘酸っぱい焦げた臭い 0.003 0.006 0.01
イ ソ ブ タ ノ ー ル 刺激的な発酵 し た臭い 0.9 4 20
酢 酸 エ チ ル 刺激的なシンナーのような臭い 3 7 20
メ チル イ ソブチルケ ト ン 刺激的なシンナーのような臭い 1 3 6
ト ル エ ン ガ ソ リ ン の よ う な 臭 い 10 30 60
ス チ レ ン 都 市 ガ ス 臭 0.4 0.8 2
キ シ レ ン ガ ソ リ ン の よ う な 臭 い 1 2 5
プ ロ ピ オ ン 酸 す っ ぱ い 刺 激 臭 0.03 0.07 0.2
ノ ル マ ル 酪 酸 汗 く さ 臭 0.001 0.002 0.006
ノ ル マ ル 吉 草 酸 む れ た 靴 下 臭 0.0009 0.002 0.004
イ ソ 吉 草 酸 む れ た 靴 下 臭 0.001 0.004 0.01

備　考
(1)　この表においてｐｐｍとは、大気中における含有率が１００万分の１をいう。
(2)　一般地域とは、都市計画法及び建築基準法の一部を改正する法律（平成４年法律第８２号）による改
　正前の都市計画法　（昭和４３年法律第１００号）　第２章の規定による都市計画において定められている
　第1,2種低層住居専用地域、第1,2種中高層住居専用地域、第1,2種住居地域、準住居地域、近隣商業
　地域、商業地域及び風致地区並びに古都における歴史的風土の保存に関する特別措置法（昭和４１年
　法律第１号）　第４条の規定により指定された歴史的風土保存区域をいう。
(3)　順応地域とは、(2)及び(4)に規定する地域以外の地域をいう。
(4)　その他の地域とは(2)に規定する地域以外の地域で農業振興地域の整備に関する法律（昭和４４年法律
　第５８号）　第６条の規定により農業振興地域に指定されている地域をいう。

悪 臭 物 資 臭 い の 種 類
規制基準（ｐｐｍ）

第６章　　　悪　　　　　臭

　　悪臭は、吐き気、食欲不振、頭痛、不快感等をもたらす感覚公害です。臭覚には個人差、性別
差、地域差等があり、同じ臭いであっても受取方が様々ですが、苦情件数のなかでも上位をしめて
います。
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悪 臭 物 資 主　要　発　生　源　事　業　場

　　悪臭は、吐き気、食欲不振、頭痛、不快感等をもたらす感覚公害です。臭覚には個人差、畜産事業場、鶏糞乾燥場、複合飼料製造工場、でん粉製造工場、化製場

魚腸骨処理場、フェザー処理場、ごみ処理場、し尿処理場、下水処理場等

クラフトパルプ製造工場、化製場、魚腸骨処理場、ごみ処理場、し尿処理場、

下水処理場等

畜産事業場、クラフトパルプ製造工場、でん粉製造工場、セロファン製造

　　悪臭防止法によりアンモニア等２２物質について規制基準を定めています。（別表）硫 化 水 素 工場、ビスコースレーヨン製造工場、化製場、魚腸骨処理場、フェザー処理

場、ごみ処理場、し尿処理場、下水処理場等

硫 化 メ チ ル クラフトパルプ製造工場、化製場、魚腸骨処理場、ごみ処理場、し尿処理場、

二 硫 化 メ チ ル 下水処理場等

畜産事業場、複合飼料製造工場、化製場、魚腸骨処理場、水産缶詰製造

場等

アセトアルデヒド製造工場、酢酸製造工場、酢酸ビニル製造工場、クロロ

プレン製造工場、たばこ製造工場、複合飼料製造工場、魚腸骨処理場等

プロピオンアルデヒド

ノルマルブチルアルデヒド 塗装工場、その他の金属製品製造工場、自動車製造工場、印刷工場、

イソブチルアルデヒド 魚腸骨処理場、油脂系食料品製造工場、輸送用機械器具製造工場等

ノルマルバレルアルデヒド

イソバレルアルデヒド

イ ソ ブ タ ノ ー ル

酢 酸 エ チ ル 塗装工場、その他の金属製品製造工場、自動車製造工場、木工工場、

メチルイソブチルケトン 繊維工場、その他の機械製造工場、印刷工場、輸送用機械器具製造工場

ト ル エ ン 鋳物工場等

スチレン製造工場、ポリスチレン製造工場、ポリスチレン加工工場、

ＳＢＲ製造工場、ＦＲＰ製品製造工場、化粧合板製造工場等

キ シ レ ン （トルエンに同じ）

プ ロ ピ オ ン 酸 脂肪酸製造工場、染色工場、畜産事業場、化製場、でん粉製造工場等

ノ ル マ ル 酪 酸

イ ソ 吉 草 酸

ア セ ト ア ル デ ヒ ド

ノ ル マ ル 吉 草 酸

畜産事業場、化製場、魚腸骨処理場、鶏糞乾燥場、畜産食料品製造工場

でん粉製造工場、し尿処理場、廃棄物処分場等

ス チ レ ン

主 要 発 生 源 事 業 場

ア ン モ ニ ア

メチルメルカプタン

ト リ メ チ ル ア ミ ン
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公害用語の解説 

       

あ）  アルキル水銀（Ｒ－Ｈｇ） 

      有機水源のうち、アルキル基と結合した有機水銀化合物の総称で、猛毒を有する。低  

      級アルキル水銀は体内蓄積が大きく、そのうちメチル水銀は「水俣病」の主な原因物  

      質とされており、その症状は、中枢神経が冒されることによる知覚、聴覚、言語の障  

      害や手足のまひなどである。 

       

      暗騒音 

      ある場所の特定の騒音について着目しているときに、その対象になる音がないときに  

      周りにある音のこと。騒音の測定をする場合は対象騒音以外に暗騒音を同時に考慮す 

      る。 

       

      アンモニア性窒素 

      窒素成分のうちアンモニウム塩であるものをいう。一般的に NH4+-N あるいは NH3+-N

のようなかたちで表現され、環境汚染の指標としても用いられる。水系においてアンモ  

      ニア性窒素が高い場合は、し尿などによる汚染が近い時期にあった事を示している。  

      アンモニア性窒素の生成は、生物の死骸や糞尿などを由来とした有機窒素（タンパク  

      質、アミノ酸）あるいは尿酸、尿素が分解したときにアンモニアとなることによる。 

      アンモニア性窒素は、硝化細菌により酸化され亜硝酸態窒素に、さらに酸化されて硝  

      酸態窒素となる。 

 

い）  硫黄酸化物（ＳＯｘ） 

      硫黄と酸素の化合物をいい、主なものは亜硫酸ガス（SO2）と無水硫酸（SO3）がある。 

      硫黄酸化物は無色で人の呼吸器に影響を与えたり、植物を枯らしたりする。  

       

      一酸化炭素（ＣＯ） 

      炭素又は炭素化合物の不完全燃焼によって生成する気体である。都市における最大の  

      発生源は、自動車の排気ガスであると考えられ、交通量の多い道路付近で高濃度に検  

      出される。 

 

え）  ＳＳ（Suspended Solids  浮遊物質） 

      生活環境項目の一つで、粒径１μｍ以上の水に解けない懸濁性の物質をいう。水中に浮  

      遊する不溶性の物質は、単に水質の汚濁の原因となるだけでなく、河川の汚泥床を形  

      成したり又浮遊物が有機物である場合には腐敗し、水中の溶存酸素を消費する。  

       

      ＡＢＳ（アルキルベンゼンスルホン酸塩） 

      陰イオン界面活性剤の総称の一つ。合成洗剤の一種であり、洗浄力が優れていること  

      から、工場・家庭に大いに利用されていた。この洗剤は毒性と発泡性があり下水処理  

      でも河川水でも分解されにくく、又、ろ過によって除去出来ない。従って陰イオン界  

      面活性剤の検出によって洗浄による汚濁がわかる。  

       



 

- 63 - 

      Ｌｅｑ（等価騒音レベル） 

      Leq は、変動する音のレベルのエネルギー平均値、すなわち、変動音と等しいエネルギ  

      ーをもつ定常音のレベルを表す。                         

       

      塩化物イオン（Ｃl-） 

      塩化物イオンとは水中に存在する塩化物を言う。塩化物は主として生活排水中に含ま  

      れ、特にし尿には塩化物が多量にあるので、し尿を多量に含む下水は塩化物イオン濃  

      度が高い。塩化物イオンの濃度は汚染の一つの指標となる。   

 

お）  オキシダント 

      大気中の窒素酸化物、炭化水素等が紫外線によって光化学反応を起こした結果生成す  

      るオゾンを主とする酸化性物質の総称をいう。オゾン・アルデヒド、ＰＡＮ（パーオ  

      キシアセチルナイトレート）等は光化学スモッグの主成分とされている。  

       

      オゾン（Ｏ３） 

      酸素の同素体で、大気中の酸素が紫外線、電光によって反応し生じ、光化学スモッグ  

      の主成分として注目されている。オゾンは、有機物の酸化分解や漂白剤として利用さ  

      れる。 

       

か）  化学的酸素要求量（ＣＯＤ） 

      水中の有機物を過マンガン酸カリウム等の酸化剤で分解する際に消費される酸化剤の  

      量を酸素量に換算したもので、海水や湖沼水質の有機物による汚濁状況を測る代表的  

      な指標。数値が高いほど有機物の量が多く、汚れが大きいことを示す。  

       

      カドミウム（Ｃｄ） 

      銀白色の軟かい重金属で延性、展性に富み、電気メッキや顔料、合金等に用いられて  

      いるが、有毒であり、四大公害の１つ「イタイイタイ病」の原因物質とされている。  

      大量のカドミウムが長期間にわたって体内に入ると慢性中毒となり、機能低下を伴う  

      肺障害、腎臓障害、肝臓障害、血液変化等の症状が起こることもある。  

       

      環境基準 

      大気の汚染、水質の汚濁、土壌の汚染及び騒音に係る環境上の条件について、それぞ  

      れ、人の健康の保護、及び生活環境を保全するうえで維持されることが望ましい基準  

      として環境基本法に定められている。公害の防止を目的とする行政施策の具体的な目  

      標となるものである。 

       

き）  ９０％レンジ（８０％レンジ） 

      騒音計（振動計）で実測したデータをもとに、累積度数を求める。これをグラフ図示し

たものを累積度数分布という 

      この累積度分布の５％から９５％までの値を９０％レンジといい、１０％から９０％ま

での値を８０％レンジという。９０％レンジ（８０％レンジ）で大きい方から５％目 

（１０％目）の数値を９０％（８０％）レンジ上端値 L5（L10）といい、９５％目 
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（９０％目）の数値を９０％（８０％）レンジ下端値 L95（L90）といいます。  

９０％レンジは騒音、８０％レンジは振動の変動幅を把握する１つの尺度である。  

 

く）  クロム（Ｃｒ） 

      クロムは白銀色の硬い金属で常温では安定性が高く、大気、水中では酸化されない。  

      クロム化合物のうち、毒性が問題となるのは６価クロムの化合物であるクロム酸及び  

      その塩類である。クロム酸は皮膚に触れると皮膚炎、かいよう、体内に蓄積すると腹  

      痛、貧血、じん・肝臓障害、吸えば鼻中隔せん孔、肺ガンを起こす。環境基準は６価  

      クロム（Cr6）で 0.05mg／㍑以下である。 

 

け）  下水道 

      我々の生活を営む過程において、固体状、液体状、ガス体状の廃棄物を生じる。これ  

      らのうち、液体状廃棄物を下水として取扱う。これらの下水を排除し、あるいは処理  

      する施設を下水道と称す。下水道の種類としては、公共下水道、流域下水道、都市下  

      水道がある。 

       

      健康項目 

      人の健康の保護に関する項目で有害物資を示すものであり、水質については次の項目  

      があげられる。 

      ｶﾄﾞﾐｳﾑ、全ｼｱﾝ、鉛、六価ｸﾛﾑ、砒素、総水銀、ｱﾙｷﾙ水銀、PCB、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素、 

      1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 他 12 項目 

 

こ）  光化学スモッグ 

      大気中存在する炭化水素、窒素酸化物等が紫外線の作用を受け新しい物質が生成され  

      る。この二次生成物のうち、オゾン、ＰＡＮ等をオキシダント（過酸化性物質）と総  

      称し、これが特殊な気象条件のもとで大量に発生した場合に、スモッグを発生させる。 

      このスモッグが光化学スモッグと呼ばれ、目のチカチカ、のどの刺激等の症状や植物  

      被害を発生させる。 

       

      工場騒音 

      騒音公害の１つ。生産工場の騒音が工場付近の住宅地に被害をおよぼすこと。  

       

      交通騒音 

      航空機、列車、自動車等交通機関による騒音をいう。自動車では低速ではエンジン騒  

      音であるが高速ではタイヤ騒音になる。 

 

し）  シアン化合物（ＣＮ化合物） 

      青酸ソーダのように CN を含む化合物をシアン化合物と言う。天然に存在する有機 CN

化合物としては、アンズや梅の実などに含まれるアミグダリンや、シアノコバラミン（ビ  

      タミン B12 の一種）などがある。水に溶けてシアンイオン（CN イオン）を発生する化

合物は、酵素など金属タンパク質の金属と CN イオンが結合して酵素などの機能を著し

く阻害するので毒性はきわめて高い。環境基準の検出されないこととは検液 1 リットル
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につき 0.1 ミリグラム以下のことである。 

      ＣＯＤ → 化学的酸素要求量 

 

す）  水銀 

      水銀は常温で液体である唯一の金属であり、その化合物は、無機水銀、有機水銀に分  

      類される。有機水銀は無機水銀に比べ毒性が非常に強く、有機水銀の中でもメチル水 

      銀は水俣病の原因とされており、慢性中毒となると中枢神経系を冒し、手足のふるえ  

      からはじまり言語障害、精神障害を起こして死亡することもある。微量の有機水銀で  

      も、食物連鎖による濃縮作用によって大きな毒性を示すのでアルキル水銀は検出され  

      てはいけないことになっている。 

       

      水質汚濁 

      水質汚濁とは、河川・湖沼・海洋などの水域で有機物や有害物質によって水質が悪化  

      することです。水質汚濁の原因には自然現象によるものもありますが、特に問題とな 

      るのは人間の生活や経済産業活動によるものです。  

       

      水素イオン濃度指数（ｐＨ） 

      水溶液の酸性、アルカリ性の度合いを表す指標。一般に「水素イオン濃度」といわれ  

      ることもあるが、正確には、水素イオン濃度の逆数の常用対数を示す値。ｐＨが７の  

      ときに中性、７を超えるとアルカリ性、７未満では酸性を示す。  

 

せ）  生活環境項目 

      環境基本法に基づいて定められている水質の環境基準のひとつ。生活環境項目につい  

      ては、河川、湖沼、海域の各公共用水域について、水道、水産、工業用水、農業用水、 

      水浴などの利用目的に応じて設けられたいくつかの水域類型ごとに基準値が定められ  

      ている。生活環境を保全するうえで維持することが望ましい基準として具体的には、 p 

      H、BOD、COD、SS、DO、ノルマルヘキサン抽出物質、大腸菌群数、全窒素、全燐等の基  

      準値が設定されている。 

       

      生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ） 

      溶存酸素の存在下で、水中の有機物質などが生物化学的に酸化・分解される際に消費  

      される酸素量のことで、数値が大きくなるほど汚濁していることを示す。河川の水質  

      汚濁の一般指標として用いられる。 

 

た）  大気汚染 

      人間の経済的、社会的活動によって大気が有害物質で汚染され、人の健康や生活環境、 

      動植物に悪影響が生じる状態のことである。環境基本法に規定された「典型七公害」  

      の一つ。大気汚染の原因となる主な物質は、浮遊粒子状物質 (SPM)や二酸化窒素（窒素 

      化合物）、亜硫酸ガス（硫黄酸化物）、揮発性有機化合物(VOC)、ダイオキシンなど多 

      岐にわたる。 
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大腸菌群数 

      大腸菌はそれ自体の病原性は少ないが、大腸菌が多数存在する場合には、同時に腸管  

      系病原菌（赤痢菌、チフス菌等）が存在する可能性がある。大腸菌群は、通常人畜の  

      腸管内に生息しており、水中に存在することは、多くの場合その水がふん尿などで汚  

      染されていることを意味する。 

       

      炭化水素（ＨＣ） 

      炭素と水素を含んだ有機化合物の総称で、光化学スモッグの原因物質のひとつとされ  

      ている。環境中の炭化水素は、石油、石炭等の燃焼が不完全な場合や、石油製品を扱  

      っている工場、事業所から発生するとともに、自然界から発生するものもある。  

 

ち）  窒素酸化物 

      窒素と酸素の化合物であり、主に燃料の燃焼ガス、自動車排ガス等に含まれる一酸化  

      窒素（NO）と、これが大気中酸化された二酸化窒素（NO2）がある。二酸化窒素は、赤 

      褐色の刺激性の気体であり、高濃度で呼吸器に悪い影響を与える。 

       

      中央値 

      騒音レベルは通常時々刻々時刻変動するものであるが、その平均的な状況を示す指標  

      のひとつ。5 秒ごとに騒音計の値を 50 個程度読み取り、小さい値から大きな値に順番

に並べ、累積頻度曲線図を描き、小さい方から 50％に当たる値が、その場所その時間

帯での騒音レベルの中央地となる。 

 

て）  ＤＯ → 溶存酸素 

       

      典型七公害 

      環境基本法で規定されるている、大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音、振動、地盤  

      沈下及び悪臭の７つの公害をいう。 

       

      デシベル（ｄＢ） 

      電気工学や振動・音響工学などの分野で使用される無次元の単位。  その基本となる考 

      え方は、ある基準電力すなわち単位時間当たりの仕事量に対する比の常用対数の値を  

      「ベル」として、それを更に 10 倍（＝デシ[d]）するという変換である。 

       

      Ｔ、Ｅ、Ａ法 

      トリエタノールアミンを含浸させたろ紙を一定期間大気中に暴露して、二酸化窒素な  

      どの酸性大気汚染物質を測定する方法。 

 

な）  鉛（Ｐｂ） 

      鉛及び鉛化合物は有害物質として古くから知られている。体内に吸収されると造血機  

      能を有する骨髄神経を害し、貧血、神能障害、胃腸障害などを起こし、強度の中毒で  

      は死亡する。環境基準では０．０１mg／㍑以下となっている。 
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に）  二酸化鉛法（ＰｂＯ２法） 

      大気中の硫黄酸化物の測定方法の一つ。円筒に二酸化鉛を塗布した布を巻きつけ，こ  

      れをシェルターに入れて通常１カ月間大気中に静置しておくことで，硫黄酸化物が硫  

      酸鉛として固定される現象を利用したもの。測定結果は，SO3mg/日/100cm2 で表す。 

 

ひ）  ＢＯＤ → 生物化学的酸素要求量 

       

      ヒ素（Ａｓ） 

      灰色で金属光沢があり、鶏冠石、石黄などに硫化物として含有されている。単体の金  

      属ヒ素は無害だと考えられているが、化合物は有害で、ヒ酸鉛、三酸化ヒ素などは殺  

      虫剤として農薬に用いられる。環境基準では０．０１mg／㍑以下となっている。 

       

      ｐｐｍ 

      試料中の微量物質を百万分の１で表示する単位である。 

 

ふ）  浮遊粒子状物質（ＳＰＭ） 

      大気中に浮遊する粒子状物質であって粒径が１０μm（１μm＝１，０００分の１mm） 

      以下のものである。沈降速度が小さく、大気中に比較的長時間滞留し、また、そのほ  

      とんどが気道や肺胞に沈着して、気管支炎やぜんそくなどの人の健康上有害な影響を  

      与える場合もある。 

       

      浮遊物質 → ＳＳ 

 

へ）  pＨ（ピーエイチ） → 水素イオン濃度指数 

 

ゆ）  有機リン 

      パラチオン、メチルパラチオン、メチルジメトン、ＥＰＮ等の農薬をいう。これらは  

      いずれも強力な殺虫剤である反面、人や動物に対する毒性が強く、現在では使用禁止  

      されているものもある。 

 

よ）  溶存酸素量（ＤＯ） 

      水中に溶解している酸素量のことをいう。溶存酸素の量は水温や気圧、他の媒質の影  

      響を受け、水温の上昇とともに減少する。河川の上流では、ほぼ飽和に近い溶存酸素  

      が含まれているが、下水や工場廃水などにより汚染され有機腐敗物質やその他の還元  

      性物質によりＢＯＤやＣＯＤが増大し、溶存酸素は消費される。  

 

り）  リン 

      琵琶湖や瀬戸内海のように閉鎖性水域において、水中の栄養塩類である窒素やリンの  

      量が増えると、太陽光線をうけて藻類やプランクトン等が急激に増殖し、赤潮になる  

      と付近水域の酸素を吸いつくし、魚類等が被害を受けることになる。琵琶湖では昭和  

      ５４年リン合成洗剤の使用禁止の条例のもとで次第に水質が回復している。奈良県で  

      は瀬戸内海環境保全特別措置法の適用地域であり、この項目を設けている。  


